
中
世
末
期
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
兄
弟
会

坂

上

政

美

【
要
約
】
　
平
信
徒
に
よ
る
自
発
的
信
心
団
体
と
し
て
、
一
二
、
＝
二
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市
に
誕
生
し
た
兄
弟
会
は
、
申
世
末
期
に
叢
生
の
晴
代
を

迎
え
る
。
従
来
こ
の
団
体
は
、
歴
史
家
の
関
心
を
ひ
く
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
近
年
社
会
史
的
視
点
か
ら
の
兄
弟
会
研
究
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
特
に

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
関
し
て
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
。
先
行
研
究
で
は
、
中
世
末
期
の
兄
弟
会
発
展
の
背
景
を
、
救
貧
面
、
政
治
面
の
二
方
向
か

ら
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
個
々
に
独
立
し
、
相
互
に
関
連
づ
け
る
と
い
う
作
業
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
～
四
世
紀
末
か

ら
一
五
世
紀
の
メ
デ
ィ
チ
家
支
配
期
ま
で
の
間
を
検
討
時
期
と
し
て
設
定
し
、
社
会
構
造
の
変
化
と
い
う
都
市
固
有
の
問
題
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
論
点
を

中
心
に
兄
弟
会
の
発
展
を
位
置
づ
け
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
四
巻
四
号
　
一
九
九
九
年
中
月

中世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

は
　
じ
　
め
　
に

　
多
様
な
機
能
を
も
つ
兄
弟
子
と
い
う
団
体
の
性
格
を
一
言
で
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
平
信
徒
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
自
発
的
信
心
団
体
と
す
る
他
は
な
い
だ
ろ
う
。
兄
弟
会
は
、
史
料
申
で
は
、
o
o
挿
坤
簿
窪
巳
鐙
、
蹄
象
角
巳
霞
ω
、
。
8
σ
Q
お
σ
q
雷
δ
⇒
Φ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ω
窪
。
鼠
、
。
o
日
冨
σ
q
巳
鋤
な
ど
の
多
様
な
表
現
で
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
表
記
の
仕
方
は
、
時
代
や
場
所
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
し
か
も
こ
れ
ら

は
活
動
内
容
の
区
分
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
ひ
と
つ
の
兄
弟
会
が
、
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
、
そ
の
活
動
内
容
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
共
通
し
て
い
る
の
は
、
活
動
の
根
幹
に
宗
教
的
願
望
が
常
に
存
在
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
が
集
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
兄
弟
会
内
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部
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
ミ
サ
、
葬
儀
、
祝
祭
と
い
っ
た
様
々
な
宗
教
儀
礼
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
救
貧
活
動
、
宴
会
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
来
世
に
お
け
る
自
己
の
魂
の
救
済
へ
の
強
い
願
望
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
今
日
ま
で
存
続
す
る
兄
弟
会
の
伝
統
は
、
中
世
盛
期
、
無
界
と
並
ん
で
俗
界
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
宗
教
的
覚
醒
に
そ
の
端
を
発
す
る
。
教

会
改
革
運
動
の
気
運
に
影
響
さ
れ
た
こ
れ
ら
最
初
期
の
兄
弟
会
に
つ
い
て
は
、
聖
職
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
な
ど
と
い

う
他
、
今
日
ま
で
実
態
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
判
っ
て
い
な
い
。
教
会
改
革
運
動
の
中
で
生
ま
れ
た
兄
弟
会
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に

か
け
て
都
市
部
に
お
い
て
著
し
い
増
加
を
み
せ
、
特
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
中
心
に
比
較
的
豊
富
な
兄
弟
会
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　
多
く
の
都
市
に
お
い
て
　
一
、
＝
｝
世
紀
に
兄
弟
会
が
設
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
は
、
都
市
の
経
済
発
展
と
托
鉢
修
道
会
の
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
③

影
響
が
関
係
し
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
＝
二
世
紀
に
よ
う
や
く
ビ
ガ
ッ
ロ
兄
弟
会
が
設
立
さ
れ
る
が
、
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
が
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
で
は
経
済
的
後
発
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
特
に
　
三
世
紀
後
半
か
ら
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
は
、
毛
織
物
工
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
著
し
い
発
展
期
を
迎
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
大
量
の
入
ロ
が
流
入
し
、
コ
ム
ー

ネ
政
府
は
そ
れ
ま
で
都
市
壁
の
外
に
あ
っ
た
オ
ル
ト
ラ
ル
ノ
ま
で
を
含
め
た
斜
壁
の
拡
張
に
着
手
し
た
が
、
都
市
行
政
と
共
に
教
会
行
政
の
中

に
新
た
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
地
域
で
は
、
教
区
制
度
の
不
備
は
免
れ
な
か
っ
た
。
一
三
世
紀
は
、
都
市
民
に
対
す
る
司
牧
の
不
十
分
さ
を
補
う

べ
く
、
特
に
托
鉢
修
道
会
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
時
期
も
で
あ
っ
た
。
＝
二
八
年
に
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
、

＝
～
二
一
年
に
は
ド
メ
ニ
コ
会
が
、
コ
ム
ー
ネ
に
よ
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
定
住
場
所
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ガ
ッ
ロ
兄
弟
会
の
例
に
よ
っ

て
も
分
か
る
よ
う
に
都
市
に
お
け
る
兄
弟
会
の
設
立
に
は
、
こ
れ
ら
托
鉢
修
道
会
の
説
教
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
平
信
徒
の
信
仰
心
の
高
揚
が

あ
っ
た
。
托
鉢
修
道
会
が
強
調
し
た
煉
獄
の
観
念
が
、
来
世
に
お
け
る
最
把
の
願
望
と
経
済
発
展
が
も
た
ら
す
蓄
財
と
の
相
克
に
悩
む
都
市
民

の
心
を
い
か
に
強
く
掴
み
得
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
兄
弟
会
の
登
場
は
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
兄
弟
会
の
数
は
、
一
四
世
紀
後
半
と
一
五
世
紀
後
半
を
比
較
す
る
と
、
一
気
に
約
三
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中世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

倍
の
数
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
兄
弟
会
増
加
の
原
因
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
黒
死
病
大
流
行
以
降
貧
困
層
の
増
加
が
深
刻
な

も
の
と
な
っ
た
社
会
で
、
こ
う
し
た
団
体
の
も
つ
救
貧
上
の
役
翔
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
五
世

紀
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
メ
デ
ィ
チ
体
制
の
確
立
期
で
あ
り
、
黒
死
病
流
行
以
前
と
比
較
し
て
、
都
市
が
大
き
な
政
治
・
社
会
的
変
化

を
経
験
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
四
、
一
五
世
紀
に
お
け
る
兄
弟
会
現
象
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
検
討
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
取
り
上
げ
、
兄
弟
会
の
発
展
を
、
都
市
社
会
固
有
の
問
題
と
し
て
の
、
中
世
末
期
に
お
け

る
社
会
構
造
上
の
変
化
を
背
景
に
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

①
ζ
8
鈍
ζ
．
鼠
ご
ぽ
8
曇
馬
恥
§
凡
時
ミ
ミ
§
ミ
ミ
建
§
馬
ミ
§
ざ
賊
ミ
賞
く
。
ピ

　
一
・
甲
く
Φ
p
Φ
N
冨
”
一
〇
邸
メ
や
一
〇
ρ

②
我
国
に
お
い
て
兄
弟
会
を
扱
っ
た
主
な
論
文
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
阿
部
謹
也
「
中
世
ド
イ
ツ
の
蹄
再
Φ
巳
諄
器
⑦
×
巴
信
ヨ
］
筆
橋
論
叢
』
第
八
十
一
巻

　
第
三
号
、
一
九
七
七
年
、
一
〇
ニ
ー
一
一
頁
。
服
部
良
久
「
中
世
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク

　
の
兄
弟
照
」
凹
都
市
の
社
会
史
』
、
一
九
八
三
年
、
　
一
＝
鴛
－
一
三
八
頁
。
江
川

　
温
「
中
世
末
期
の
コ
ン
フ
レ
リ
ー
と
都
市
民
」
、
前
掲
書
、
八
六
…
一
一
二
頁
。

　
河
原
　
澱
「
中
世
後
期
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
教
区
貧
混
救
済
ー
ヘ
ン
ト

第
一
章
　
研
究
史
と
問
題
点
の
所
在

　
の
精
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
一
」
『
史
学
雑
誌
』
第
九
五
編
第
九
号
、
　
一
九
八

　
六
年
、
四
ニ
ー
七
一
頁
。
同
門
中
世
都
市
ヘ
ン
ト
の
貧
民
救
済
－
施
療
院
を
中
心

　
に
…
」
咽
山
梨
火
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
三
八
号
、
一
九
八
八
年
、
四
六
－

　
五
七
頁
。
同
門
剛
建
末
期
に
お
け
る
貧
圏
と
都
市
の
社
会
政
策
」
『
歴
史
学
研
究
隔

　
第
五
八
七
号
、
一
九
八
八
年
、
三
六
－
四
六
頁
。
同
「
都
市
に
お
け
る
貧
困
と
福

　
祉
」
『
西
欧
中
世
史
』
下
巻
、
一
九
九
五
年
、
一
五
七
一
一
八
○
頁
。

③
森
田
義
之
コ
三
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
都
市
建
設
」
咽
日
工
文
化
研
究
』
第

　
二
期
写
、
一
九
八
三
年
、
五
一
－
七
四
頁
。

　
兄
弟
会
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
組
織
的
発
展
の
｝
段
階
に
現
れ
た
現
象
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
長
い
間
精
神
史
、
教
会
史
の
中

で
定
義
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
文
脈
で
は
、
兄
弟
会
は
あ
く
ま
で
教
会
組
織
の
中
の
副
次
的
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
自
ら
も
ド
メ
ニ
コ
会
士
で

あ
る
G
・
G
・
メ
ー
ル
ゼ
マ
ン
の
研
究
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
兄
弟
会
設
立
の
動
機
は
特
定
の
修
道
会
と
の
関
係
に
限
定
し
て
考
察
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
、
よ
り
多
様
な
社
会
的
背
景
と
の
関
連
に
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
教
会
史
で
は
、
中
世
末
期
に
お
け
る
兄
弟
会
の
増
加
は
次

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
教
会
に
よ
る
既
存
の
信
伽
に
対
す
る
教
会
内
部
か
ら
の
改
革
運
動
が
、
俗
人
信
徒
の
間
に
も
広
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②

ま
り
、
ら
Φ
〈
9
δ
臼
○
恥
9
冨
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い
宗
教
的
潮
流
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て
、
兄
弟
会
は
そ
う
し
た
俗
人
信
徒
の
信
仰
へ

の
渇
望
を
満
た
す
存
在
と
し
て
要
求
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
　
部
の
教
会
人
・
知
識
入
の
も
の
で
あ
っ
た
宗
教
的
刷

新
運
動
が
、
俗
人
主
導
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
兄
弟
会
の
よ
う
な
団
体
の
動
向
を
規
定
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
方
で
、
一
九
世
紀
に
は
ロ
マ
ン
主
義
が
歴
史
解
釈
に
持
ち
込
ま
れ
、
兄
弟
会
の
中
に
、
中
世
的
宗
教
観
か
ら
開
放
さ
れ
た
市
民
像
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
一
九
七
四
年
に
発
表
さ
れ
た
M
・
ベ
ッ
カ
ー
の
論
文
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で

　
④

き
る
。
ベ
ッ
カ
ー
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
一
四
世
紀
末
の
都
市
騒
擾
の
経
験
を
経
て
、
そ
れ
ま
で
市
民
の
政
治
、
社
会
的
行
動
を
規
定
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
た
。
o
唇
。
髭
瀞
臼
の
崩
壊
と
共
に
、
市
民
は
次
第
に
中
世
的
な
宗
教
観
か
ら
も
開
放
さ
れ
、
従
来
の
救
貧
活
動
を
担
っ
て
い
た
教
会
や
ギ
ル

ド
な
ど
の
組
織
で
は
な
く
、
コ
ム
ー
ネ
、
あ
る
い
は
市
畏
主
導
の
組
織
で
あ
る
兄
弟
会
や
病
院
が
担
う
現
実
的
救
貧
へ
と
向
か
う
と
論
じ
て
い

る
。
彼
は
こ
の
小
論
に
お
い
て
、
中
世
的
な
宗
教
観
に
代
わ
る
近
代
的
個
人
主
義
の
萌
芽
を
一
五
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
救
貧
対
策
の
背
景
に

み
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
市
民
の
宗
教
観
自
体
が
、
今
日
で
は
史
料
的
裏
付
け
を
欠
く
理
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
実
り
は
免
れ
な
い
。

　
一
九
八
○
年
代
か
ら
、
社
会
史
的
関
心
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
兄
弟
会
研
究
は
新
た
な
発
展
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
的
結
合
の
手

法
が
兄
弟
会
研
究
に
も
持
ち
込
ま
れ
、
特
に
一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
と
の
個
人
的
紐
帯
を
重
視
し
た
研
究
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
兄
弟
会
と
、
社
会
に
お
け
る
有
力
者
と
の
関
係
を
知
る
う
え
で
、
今
日
我
々
が
知
る
最
も
重
要
な
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
提
示
し
た
の
は
、
R
・
ワ
イ
ス
マ
ン
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
主
著
の
中
で
、
信
心
団
体
と
し
て
、
本
来
神
の
前
の
平
等
に
基
づ
く
組
織
と
さ
れ

て
い
た
兄
弟
会
が
、
内
部
に
メ
デ
ィ
チ
家
を
頂
点
と
す
る
バ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
基
づ
く
上
下
関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
祝
祭
を
含

む
様
々
な
儀
礼
さ
え
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
政
治
的
支
持
基
盤
を
形
成
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
し
た
。
し
か
し
ワ
イ
ス
マ
ン
の
場
合
、
メ
デ

ィ
チ
家
の
権
力
と
兄
弟
会
と
の
関
係
が
考
察
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
い
か
な
る
政
治
・
社
会
的
変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
兄
弟
会
が
そ
の
よ
う

な
性
格
を
も
つ
に
至
っ
た
の
か
と
い
っ
た
考
察
上
の
動
態
的
視
点
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
も
う
ひ

と
つ
の
研
究
動
向
は
中
世
都
市
に
お
け
る
救
貧
活
動
の
発
展
の
中
で
、
兄
弟
会
の
意
義
を
歴
史
的
に
を
捉
え
直
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
～
・
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ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
一
九
九
四
年
の
著
作
に
お
い
て
、
約
二
世
紀
問
に
渡
っ
て
、
黒
死
病
大
流
行
以
降
の
社
会
に
お
け
る
、
兄
弟
会
の
救
貧
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

機
能
の
変
化
に
検
討
を
加
え
た
。
彼
は
、
こ
の
著
作
の
中
で
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
兄
弟
会
を
主
に
取
り
上
げ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
の
救
貧
観

の
変
化
と
兄
弟
会
の
発
展
と
を
関
連
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
中
世
末
期
に
お
け
る
一
部
の
兄
弟
会
の
救
貧
活
動
の
中

に
、
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
重
視
の
無
作
為
な
救
貧
か
ら
、
経
済
貧
民
の
救
済
へ
と
移
行
す
る
近
代
的
な
救
貧
観
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
認
め

つ
つ
も
、
ベ
ッ
カ
ー
の
述
べ
た
よ
う
な
、
コ
ム
ー
ネ
主
導
に
よ
る
近
代
的
救
貧
制
度
の
成
立
自
体
は
否
定
し
た
。
彼
の
実
証
研
究
は
、
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
に
お
け
る
膨
大
な
史
料
を
渉
猟
し
て
行
な
わ
れ
、
今
日
の
、
わ
が
国
の
兄
弟
会
研
究
に
対
し
て
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
し
か

し
こ
こ
で
も
、
ワ
イ
ス
マ
ン
が
提
議
し
た
、
兄
弟
会
の
政
治
的
性
格
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
コ
ー
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

黒
死
病
流
行
前
後
の
時
期
の
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
含
む
イ
タ
リ
ア
六
都
市
を
取
り
上
げ
、
市
民
の
遺
族
先
に
つ
い
て
の
比
較
調
査
を
行
っ
た
。

彼
が
導
き
出
し
た
デ
ー
タ
は
、
救
貧
活
動
に
関
す
る
研
究
上
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
が
、
各
都
市
固
有
の
社
会
状
況
に
対
し
て
十
分
目
配

慮
を
欠
く
な
ど
、
デ
ー
タ
解
釈
に
お
い
て
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
つ
ま
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
兄
弟
会
研
究
は
、
主
に
二
つ
の
方
向
か
ら

為
さ
れ
、
互
い
に
接
点
の
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
中
世
末
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
の
変
化
を
念
頭
に
置
き
、
兄
弟
会
が
ど
の

よ
う
な
状
況
下
で
繁
栄
を
み
せ
、
ま
た
そ
の
中
で
い
か
な
る
役
翻
を
果
た
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
。
そ

の
際
、
共
に
兄
弟
会
の
重
要
な
側
面
で
あ
り
な
が
ら
従
来
別
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
救
貧
活
動
と
政
治
的
性
格
の
双
方
に
目
を
配
る
こ
と
で
、

特
に
｛
五
世
紀
と
い
う
社
会
に
お
け
る
兄
弟
会
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
①
窓
Φ
Φ
羅
暴
p
O
．
ρ
9
誉
》
§
、
§
§
壁
9
忌
ミ
鴨
・
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§
§
9
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の
　
　
　
　
　
い
ミ
ミ
§
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。
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第
三
畢
　
兄
弟
会
の
類
型

　
イ
タ
リ
ア
に
限
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
ら
ゆ
る
都
市
に
お
い
て
、
黒
死
病
流
行
以
降
、
兄
弟
会
は
種
類
、
数
に
お
い
て
著
し
い
増
加
の
時
代

を
迎
え
る
。
ま
ず
初
め
に
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
分
類
に
従
い
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
設
立
さ
れ
た
兄
弟
会
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
一
応
の
整
理
を
し

　
　
　
①

て
み
た
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
兄
弟
会
は
、
（
～
）
ご
薮
①
臨
、
（
一
～
）
岳
ω
。
覧
言
簿
鉱
（
三
）

慈
善
兄
弟
会
、
（
四
）
少
年
兄
弟
会
、
（
五
）
同
職
兄
弟
会
に
分
類
で
き
る
。
。
8
坤
糞
虫
巳
賦
あ
る
い
は
。
o
ヨ
冨
α
q
巳
鋤
と
い
う
用
語
は
、
漠
然

と
「
兄
弟
会
砿
を
指
す
用
語
と
し
て
、
（
一
）
～
（
五
）
の
兄
弟
会
の
規
約
に
共
通
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
最
も
古
い
兄
弟

会
の
型
に
属
す
る
（
一
）
一
藍
島
臨
は
、
聖
務
日
課
の
ひ
と
つ
で
あ
る
賛
歌
（
一
鋤
巳
Φ
）
に
そ
の
名
の
由
来
が
あ
る
。
修
道
会
で
は
、
定
時
課
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

終
わ
り
に
唱
え
る
詩
編
に
お
い
て
「
褒
め
讃
え
よ
（
一
徳
餌
象
Φ
）
」
と
い
う
詞
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
＝
二
世
紀
に
平
信
徒
に
よ
っ
て
取

り
入
れ
ら
れ
、
執
り
成
し
人
で
あ
る
聖
人
や
聖
母
マ
リ
ア
を
讃
え
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
も
の
が
賦
薮
Φ
臨
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

中
・
北
部
固
有
の
兄
弟
会
の
型
で
あ
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
な
ど
で
非
常
に
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
地
域
に
は
み
ら

れ
な
い
。
ま
た
ビ
ガ
ッ
ロ
兄
弟
会
が
、
＝
～
四
五
年
の
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ゥ
ウ
ス
出
世
の
教
書
に
お
い
て
ω
0
9
0
8
ω
識
餌
魚
と
記
さ
れ
て
い

④る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
＝
二
世
紀
に
設
立
さ
れ
た
冨
巳
Φ
忽
は
、
当
時
北
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
た
異
端
カ
タ
リ
派
に
対
し
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て
公
教
会
の
信
仰
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
四
世
紀
に
は
異
端
の
勢
力
自
体
が
弱
体
化
し
た
た

め
、
黎
明
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
設
立
目
的
は
次
第
に
意
味
を
失
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
四
、
一
五
世
紀
に
主
流
と
な
っ
た
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ひ
と
つ
の
兄
弟
会
が
、
（
二
）
錘
8
井
料
建
識
で
あ
り
、
こ
の
型
の
兄
弟
会
は
そ
の
名
の
通
り
、
儀
礼
に
お
け
る
鞭
打
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
鞭

打
苦
行
も
ま
た
、
本
来
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
派
修
道
士
に
よ
っ
て
広
く
実
践
さ
れ
て
い
た
悔
俊
の
た
め
の
自
己
修
養
手
段
で
あ
り
、
一
磐
浄
繊

よ
り
も
や
や
遅
れ
た
一
三
世
紀
後
半
に
な
っ
て
、
平
信
徒
が
兄
弟
会
の
儀
礼
の
中
に
取
り
入
れ
た
。
岳
ω
。
な
一
二
⇔
鼠
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は

一
五
世
紀
に
非
常
に
良
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
型
の
兄
弟
会
で
あ
る
が
、
斎
堂
な
ど
で
は
根
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
三
）
慈
善

兄
弟
会
は
、
広
く
社
会
の
中
の
貧
者
に
対
し
て
施
し
を
行
う
こ
と
を
、
活
動
の
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
る
。
設
立
数
は
（
一
）
、
（
二
）
と
比
し

て
遙
か
に
少
な
い
が
、
社
会
の
中
の
貧
困
が
深
刻
化
し
た
中
世
末
期
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
大
規
模
か
つ
効
果
的
な
救
貧
活
動
を
実
施
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
兄
弟
会
や
ブ
オ
ノ
ミ
ニ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ
ィ
ノ
兄
弟
会
の
よ
う
な
団
体
も
現
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
五
世
紀
に
新
た
に
出
現
し
た
団
体
と
し
て
（
四
）
少
年
兄
弟
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
祝
祭
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
宗
教
劇
の

上
演
な
ど
を
主
な
活
動
目
的
と
し
て
い
た
兄
弟
会
で
あ
っ
た
。
（
五
）
職
人
兄
弟
会
の
起
源
は
一
三
世
紀
と
古
く
、
同
職
団
体
か
ら
派
生
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
型
の
兄
弟
会
は
、
社
会
に
お
け
る
中
・
下
層
帯
民
の
貧
困
の
進
展
を
背
景
と
し
て
、
一
五
世
紀
に
急
速
に

設
立
数
を
増
加
さ
せ
た
。
兄
弟
会
の
救
貧
上
の
役
割
を
考
察
す
る
上
で
は
最
も
注
百
す
べ
き
団
体
で
あ
る
が
、
史
料
の
散
逸
が
甚
だ
し
く
、
そ

の
活
動
の
実
態
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
判
明
し
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
親
睦
団
体
を
「
兄
弟
会
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
兄
弟
会
の
活
動
目
的
は
実
に
多

様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
兄
弟
会
が
訂
亀
Φ
既
か
ら
慈
善
兄
弟
会
へ
と
移
行
し
た
よ
う
に
、
兄
弟
会
は
時
期
に
よ
っ
て
活
動

目
的
が
変
化
す
る
場
合
も
存
在
す
る
た
め
、
い
か
な
る
活
動
目
的
を
掲
げ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
規
約
等
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
他
は
な

い
。
筆
者
が
一
四
世
紀
後
半
や
一
五
世
紀
の
規
約
を
散
見
す
る
限
り
、
一
き
古
儀
と
昆
9
℃
一
編
幾
の
差
が
ラ
ウ
ダ
と
鞭
打
儀
礼
の
有
無
に
あ

る
と
考
え
る
こ
と
も
、
適
当
な
も
の
で
は
な
い
。
『
a
①
玖
で
あ
る
サ
ン
・
ザ
ノ
ビ
兄
弟
会
の
規
約
中
に
は
、
会
員
に
対
し
て
鞭
打
儀
礼
が
定
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⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

め
ら
れ
、
象
ω
o
ぢ
財
銘
識
で
あ
る
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
の
規
約
中
で
は
う
ウ
ダ
の
斉
唱
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
（
一
）
（
二
）
の
兄

弟
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
黎
明
期
に
お
い
て
は
、
本
来
の
設
立
臼
的
や
儀
礼
上
の
宗
教
的
意
図
が
明
確
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
中
世
末
期
に

は
、
そ
れ
ら
が
曖
昧
に
な
り
、
～
部
に
儀
礼
上
の
混
同
が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ヴ
ァ
ル
キ
が
　
六
世
紀
に
著
し
た
『
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

イ
レ
ン
ツ
ェ
史
臨
の
中
で
、
兄
弟
会
を
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
分
類
し
て
特
徴
を
記
録
し
て
い
る
よ
う
に
、
祝
祭
の
形
態
や
参
加
す
る
階
層
な
ど
の

差
異
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
次
第
に
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
（
　
）
や
（
四
）
の
兄
弟
会
が
行
う
華
や
か

な
宗
教
劇
や
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
同
時
代
人
に
と
っ
て
、
兄
弟
会
を
区
別
す
る
う
え
で
の
明
確
な
視
覚
尺
玉
微
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　
不
明
な
部
分
の
多
い
職
人
兄
弟
会
を
別
と
す
る
と
、
中
世
末
期
に
お
い
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
数
の
上
で
も
会
員
数
の
上
で
も
主
流
と
な
っ

た
兄
弟
会
は
、
（
～
）
冨
薮
Φ
臨
と
（
一
～
）
蝕
ω
o
首
鑓
欝
賦
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
種
類
の
兄
弟
会
の
設
立
数
の
推
移
を
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

結
果
に
従
っ
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
一
き
号
ω
一
の
設
立
数
は
、
＝
二
世
紀
前
半
に
三
、
後
半
に
五
、
一
囚
世
紀
前
半
に
六
後
半
に
一
、
一
五
世
紀
前
半
に
一
、
後
半
に
二
で

あ
り
、
他
方
蝕
ω
9
覧
騨
鋤
賦
は
一
三
世
紀
前
半
に
は
○
、
後
半
に
は
二
、
一
四
世
紀
前
半
に
は
六
、
後
半
に
は
一
五
、
一
五
世
紀
前
半
に
は
一

二
、
後
半
に
は
二
五
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
餌
飼
Φ
ω
一
は
…
四
世
紀
前
半
に
、
そ
し
て
蝕
ω
息
覧
ヨ
p
鼠
は
一
五
世
紀
後
半
に
そ
れ

ぞ
れ
設
立
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
岳
ω
。
覧
一
器
口
が
一
五
世
紀
後
半
に
著
し
い
増
加
を
み
せ
る
の
に
反
し
、
一
念
q
①
臨
の
新
設
は
一
五
世
紀

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
従
来
の
教
会
史
で
は
、
中
世
末
期
に
お
け
る
兄
弟
会
の
興
隆
を
説
明
す
る
場
合
、
専
ら

蝕
8
甘
計
器
鼠
の
動
向
を
中
心
に
説
明
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
黒
死
病
の
流
行
と
相
次
ぐ
戦
争
等
の
社
会
不
安
が
、
都
市
民
に
対
す
る
悔
俊

の
感
情
を
喚
起
さ
せ
、
都
市
民
の
間
に
大
規
模
な
鞭
打
運
動
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
兄
弟
会
の
設
立
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
イ
タ
リ
ア
で
は
複
数
の
都
市
を
巻
き
込
ん
だ
大
規
模
な
ビ
ア
ン
キ
の
行
進
が
各
地
で
み
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
宗
教
運
動
は
強
力
な
勢

　
　
　
　
⑬

い
を
も
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
運
動
は
多
く
の
場
合
、
宗
教
的
情
熱
に
駆
ら
れ
た
一
過
性
の
現
象
に
留
ま
り
、
市
民
生
活
に
根
ざ
し
た
恒
常
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的
団
体
で
あ
る
兄
弟
会
の
設
立
に
い
た
る
こ
と
は
希
で
あ
っ
た
。
ま
た
鞭
打
行
進
が
、
黒
死
病
流
行
直
後
か
ら
　
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
最
も

勢
い
を
持
っ
た
の
に
対
し
、
岳
ω
鼠
覧
素
心
瓜
の
設
立
数
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
の
は
一
五
世
紀
後
半
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
い
か
に
大
規
模
で
あ

っ
た
に
せ
よ
鞭
打
運
動
の
流
行
を
、
都
市
内
に
お
け
る
象
ω
9
営
ぎ
9
江
の
増
加
の
理
由
と
し
て
、
直
接
に
結
び
付
け
て
捉
え
る
こ
と
は
早
計
で

あ
ろ
う
。
一
讐
号
蝕
と
象
ω
。
覧
冒
践
が
、
共
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
に
広
く
定
着
し
、
そ
こ
に
多
く
の
市
民
が
参
加
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
兄
弟
会
の
興
隆
の
背
景
は
、
市
民
の
煙
毒
生
活
に
よ
り
密
着
し
た
部
分
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
中
世
末

期
に
特
に
杜
会
的
に
意
義
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
兄
弟
会
の
救
貧
活
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
兇
て
み
る
こ
と
と
し

よ
、
つ
。

申琶末期フィレンツェの兇弟会（坂上）

①
田
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①
窃
。
戸
。
や
鼻
■
も
唱
・
ω
ω
へ
ω
．

②
薫
野
箸
■
刈
堅
O
．
須
賀
敦
子
「
ヤ
コ
ポ
！
ネ
・
ダ
・
ト
ー
デ
ィ
の
鍵
母
マ
リ

　
ア
讃
歌
」
噸
日
伊
文
化
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
七
七
年
、
四
四
…
五
六
頁
。

③
8
Φ
同
旨
g
客
．
曽
ε
9
暮
蔦
紺
註
嵩
題
蹟
ミ
9
§
寒
N
喧
冨
冷
肉
§
駐
防
§
ミ

　
b
ご
o
N
§
N
鼻
〇
四
ヨ
げ
「
箆
σ
q
ρ
6
0
伊

④
《
。
客
も
や
鼻
．
も
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ヨ
ー
ω
．

⑤
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§
蝕
ミ
§
ミ
藻
§
§
§
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ミ
勲
ミ
§
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§
§
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§
詳
§
ミ
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（
℃
Φ
讐
α
q
冨
∴
悼
①
O
γ
ω
唱
0
8
浄
P
一
Φ
①
卜
⊃
．

⑥
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
兄
弟
会
に
つ
い
て
は
出
①
巳
①
「
。
。
。
P
。
も
■
畠
．
甲
署
．

　
譲
7
自
P
算
．
．
○
冨
馨
《
ぎ
ピ
讐
Φ
－
ζ
Φ
象
①
〈
9
一
霊
。
お
琴
Φ
”
↓
冨
幻
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Φ
o
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幻
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嵩
σ
q
陣
。
虞
ω
0
8
マ
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Φ
ヨ
三
Φ
ω
．
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」
降
ω
．
じ
ご
霞
邑
ダ
多
門
信
管
口
ω
齢
①
旦
p
巳
ρ
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．

　
ω
邑
葺
①
留
ご
、
§
§
ミ
貸
、
ミ
ミ
奪
N
、
O
o
§
ミ
，
琢
§
砺
§
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肉
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誉
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§
勲
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牙
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臼
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嶽
H
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p
お
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膳
y
悶
〕
辺
。
「
Φ
蓉
p

　
一
㊤
O
Q
P
℃
ワ
①
8
0
。
瞬
参
照
。
プ
ォ
ノ
ミ
ニ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ
ィ
ノ
兄
弟
会

　
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。
日
話
答
①
野
蚕
O
；
．
．
O
匿
艮
曳
睾
島
普
①

　
U
竃
①
p
8
0
｛
鋒
Φ
q
回
げ
帥
”
国
財
け
Φ
ω
ぎ
チ
Φ
剛
3
聞
帥
鵠
O
o
二
七
自
鮭
笥
①
ω
．
、
轡
ぎ
国

　
冒
冨
斜
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」
§
鳴
肉
凡
鼻
導
吋
き
N
N
・
b
σ
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§
へ
導
噺
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昏
へ
押
¢
H
ぴ
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勲
H
肖
w

　
6
刈
し
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w
℃
b
．
①
鼻
－
δ
O
．
ω
豆
o
o
貯
巳
”
〉
．
w
．
、
日
7
Φ
．
℃
o
＜
Φ
鼠
く
曾
σ
Q
o
σ
q
8
絵
．
ぎ

　
灘
｛
8
窪
野
6
窪
2
昆
頃
5
円
窪
。
①
μ
日
訂
困
誘
漕
○
。
O
K
Φ
碧
ω
＞
o
二
5
¢
o
｛
昏
①

　
ω
儲
8
0
巨
鉱
象
ω
．
ζ
p
答
ぎ
。
、
．
讐
ぎ
同
■
幻
蔚
巴
．
”
》
自
象
財
駄
津
q
ミ
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冒
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ミ
③

　
§
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ミ
尊
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尋
辞
い
ε
鉾
σ
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鍵
F
一
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Q
。
ド
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．
＝
㌣
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ト
っ
マ
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α
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Φ
ω
Φ
’
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N
二
．
．
い
。

　
ω
富
葺
8
．
H
罵
。
§
鉾
。
．
山
9
し
d
¢
8
0
昆
巳
無
ψ
竃
帥
冨
一
ロ
ρ
空
酷
Φ
ω
。
。
一
匹
巴
嵩
暴
δ
H
o

　
「
貯
器
息
ヨ
Φ
三
巴
Φ
ぎ
暮
傷
o
o
例
日
①
鱒
o
o
8
蹄
讐
①
鐸
臥
Φ
．
．
一
画
§
翁
竃
ミ
§
3
。
。
Φ
8
”
－

　
号
ω
Φ
臥
ρ
萸
H
も
℃
b
①
7
0
。
O
．

⑦
ゆ
Φ
×
｝
Φ
r
．
日
月
臨
ぎ
コ
。
「
Φ
琴
Φ
“
〉
匹
。
奮
。
8
。
Φ
帥
巳
ω
巴
く
巴
。
p
陣
昌
国
？

　
p
巴
㎝
都
昌
8
．
．
曽
冒
ρ
日
円
冒
〇
四
竃
餌
昌
匹
男
ρ
○
訂
臼
ヨ
獅
昌
①
駐
．
甲
§
馬
ぎ
へ
鋳
ミ
鮮
一
嵩
気

　
き
§
a
恥
§
ト
ミ
㍗
寒
ミ
目
串
N
§
四
時
§
ミ
跨
§
聴
軍
職
喧
6
．
き
び
①
こ
Φ
P
ち
刈
♪
竈
．

　
8
0
－
象
こ
陣
山
■
w
§
驚
ぎ
ミ
融
卜
欝
営
団
§
竃
跨
§
融
、
N
ミ
§
看
客
Φ
ぞ
《
o
「
鍔

　
6
G
。
ρ
薯
・
ω
刈
O
－
c
。
メ
少
年
兇
弟
会
に
所
属
す
る
こ
と
が
可
能
な
年
齢
の
上
限
は

　
二
四
才
で
あ
っ
た
が
、
ト
レ
ク
ス
ラ
ー
は
こ
の
年
齢
制
隈
は
厳
密
に
守
ら
れ
て
い

　
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
な
お
、
若
者
集
団
と
祝
祭
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

　
J
・
R
・
ギ
リ
ス
買
若
者
の
社
会
史
＞
1
旧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
家
族
と
年
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齢
集
団
の
変
貌
1
』
、
新
曜
社
、
一
九
八
五
年
、
四
四
－
五
〇
頁
に
も
詳
し
い
。

⑧
ソ
ッ
ト
ポ
ス
テ
ィ
は
原
則
と
し
て
ギ
ル
ド
結
成
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
兄
弟

　
会
の
結
成
は
許
可
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
≦
Φ
δ
ω
5
0
P
o
や
。
坤
∫
賢
①
蒔
．
森
田
、

　
前
掲
論
文
、
五
九
頁
。
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第
三
章
　
兄
弟
会
の
救
貧
活
動

第
【
節
救
貧
の
対
象

近
年
、
一
四
、
一
五
世
紀
に
慈
善
兄
弟
会
と
し
て
活
動
し
て
い
た
、
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
兄
弟
会
や
ブ
オ
ノ
ミ
ニ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
マ
ル
チ

ィ
ノ
兄
弟
会
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
多
く
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
ら
は
、
社
会
の
中
の
貧
民
に
対
し
て
施
す
こ
と
を
専
門
と
す
る
慈
善
兄
弟
会
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
が
す
べ
て
の
「
兄
弟
会
」
に
対
し
て

敷
桁
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
申
世
末
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
活
動
し
て
い
た
、
よ
り
一
般
的
な
兄
弟
会
で
は
ど
の
よ
う
な
救
貧
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
、
複
数
の
兄
弟
会
規
約
を
主
な
史
料
と
し
て
み
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
通
常
、
兄
弟
会
の
運
営
上
の
核
と
な
る
の
は
α
q
。
く
①
鐸
簿
。
お
や
。
巷
一
鼠
8
の
名
称
で
呼
ば
れ
た
運
営
長
と
会
計
係
（
8
膏
薬
ぎ
α
q
8
）
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
れ
ら
は
サ
ン
・
セ
ポ
ル
ク
ロ
に
お
い
て
一
三
世
紀
に
設
立
さ
れ
た
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
兄
弟
会
の
規
約
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く

黎
明
期
に
お
け
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
兄
弟
会
も
同
様
の
運
営
構
造
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
四
七
七
年
に
作
成
さ
れ
た
、
象
甲

。
旦
ぎ
口
前
で
あ
る
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
の
規
約
で
は
、
こ
れ
ら
基
本
と
な
る
役
職
に
加
え
、
設
置
さ
れ
る
役
職
数
の
増
加
、
特
に
会
員
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②

に
対
し
て
様
々
な
援
助
を
与
え
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
役
職
の
設
置
が
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
略
綬
兄
弟
会
の
規
約

で
は
、
会
計
係
は
一
括
し
て
会
全
体
の
収
支
を
管
理
し
て
い
た
が
、
一
五
世
紀
の
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
で
は
、
会
計
係
は
一
般
収
支
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
扱
う
畠
拳
玉
鼠
α
Q
国
。
σ
q
Φ
需
邑
①
と
、
喜
捨
に
関
す
る
収
支
を
扱
う
＄
碧
雲
ぎ
α
q
げ
。
曾
一
一
Φ
一
ぎ
。
ω
ヨ
①
に
分
業
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
前
者

は
入
会
金
や
会
費
の
徴
収
・
管
理
を
行
な
い
、
後
者
は
葬
儀
の
際
の
援
助
金
や
施
し
の
た
め
の
金
庫
を
管
理
し
て
い
た
。
収
支
上
の
分
業
が
図

ら
れ
た
の
は
、
兄
弟
会
の
活
動
に
お
い
て
救
貧
の
占
め
る
比
重
が
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
会
員
の
中
の
病
人
を
見
舞
う
汐
｛
Φ
§
一
Φ
鼠
の
設
置
も
、
＝
二
世
紀
の
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
兄
弟
会
の
規
約
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
で
は
、
ヨ
冷
§
淫
心
は
病
人
を
見
舞
う
と
同
時
に
そ
の
病
状
を
α
q
O
く
①
写
象
。
お
に
対
し
て
報
告
し
、
病
人
の
世

話
お
よ
び
金
銭
の
付
与
を
行
な
う
責
務
を
負
っ
て
い
た
。
ま
た
一
眠
Φ
§
一
Φ
瓢
は
物
質
面
と
同
時
に
精
神
面
に
お
い
て
も
会
員
に
対
し
て
援
助
を

与
え
る
役
目
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
会
員
の
臨
終
に
際
し
て
、
告
解
や
終
油
な
ど
の
秘
蹟
を
与
え
る
兄
弟
会
付
き
の
聴
罪
司
祭
を
病
人
の
許
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

連
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
役
職
の
中
に
は
、
α
Q
o
＜
Φ
B
讐
○
お
の
指
名
に
よ
っ
て
就
任
者
が
決
定
さ
れ
る
℃
8
〈
巴
Φ
8
お
の
よ
う
な
補

佐
的
な
役
職
も
存
在
し
た
が
、
二
種
類
の
＄
三
好
臣
口
σ
q
げ
。
、
冒
｛
臼
巨
Φ
鼠
は
共
に
σ
q
O
〈
銭
嵩
8
お
と
並
ぶ
会
運
営
の
申
心
と
し
て
捉
え
ら
れ
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

引
き
に
よ
る
会
員
間
の
持
ち
回
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
役
職
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
兄
弟
会
活
動
に
お

い
て
救
貧
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
一
五
世
紀
の
規
約
で
は
、
会
員
へ
の
様
々
な
金
銭
上
の
援
助
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
＝
二
世
紀
作

成
の
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
兄
弟
会
の
規
約
で
は
、
施
し
は
定
め
ら
れ
た
曜
日
に
一
定
数
の
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
に
対
し
、
運
営
長
が
与
え
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
一
五
世
紀
の
複
数
の
兄
弟
会
規
約
か
ら
は
、
会
員
の
日
常
的
な
必
要
に
応
じ
た
金
銭
援
助
が
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
前
述
の
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
、
『
鼠
Φ
鉱
で
あ
っ
た
サ
ン
・
ザ
ノ
ビ
兄
弟
会
で
は
、
会
員
の
世
帯
に
お
け
る
葬
儀
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
金
銭
的
援
助
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
葬
儀
に
必
要
な
棺
の
覆
い
布
が
会
か
ら
被
葬
者
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
。
黒
死
病
流
行
以
降
、
非
常
に
高
価

な
も
の
と
な
っ
た
葬
儀
費
用
を
賄
う
上
で
、
こ
う
し
た
援
助
は
、
特
に
職
人
・
小
店
主
な
ど
の
社
会
層
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
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で
あ
ろ
う
。
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
で
は
、
会
貝
が
貧
困
に
陥
っ
た
際
に
、
会
か
ら
恩
恵
と
い
う
形
で
金
銭
の
貸
与
が
規
定
さ
れ
、
会
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

っ
て
は
会
員
の
世
帯
へ
の
嫁
資
の
援
助
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。
会
員
に
対
す
る
こ
れ
ら
様
々
な
援
助
は
、
一
三
世
紀
の
兄
弟
会
の
救
貧
の
在
り

方
と
は
異
な
り
、
す
べ
て
施
す
対
象
者
の
経
済
状
況
を
考
慮
し
た
現
実
的
な
救
貧
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
こ
れ
ら
の
救
貧
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
世
末
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
嫁
資

の
高
騰
に
加
え
、
黒
死
病
の
影
響
に
よ
る
人
ロ
減
少
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
嫁
資
の
援
助
は
、
経
済
貧
民
を
救
済
す
る
上

で
の
、
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ス
ク
オ
ー
ラ
・
グ
ラ
ン
デ
に
お
い
て
も
、
会
員
の
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

へ
の
嫁
資
の
付
与
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
都
市
で
は
、
嫁
資
と
い
う
社
会
的
慣
行
は
、
兄
弟
会
が
お
こ

な
う
べ
き
慈
善
活
動
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。
一
三
世
紀
編
纂
の
ヤ
コ
ブ
ス
・
ダ
・
ヴ
ォ
ラ
ギ
ネ
に
よ
る
『
黄
金
伝
説
』
の
中
に
も
、
貧
し
い

隣
人
の
娘
に
対
し
て
嫁
資
を
施
す
件
が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
都
市
民
の
問
で
は
、
嫁
資
の
援
助
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
美
徳
の
ひ
と
つ
と
し
て
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

的
に
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
兄
弟
会
に
お
い
て
、
実
際
に
ど
の
程
度
の
嫁
資
の
援

助
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
を
示
す
史
料
が
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
に
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
、
都
市
民
の
問
で
恐
ら
く
連
綿
と
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
相
互
扶
助
活
動
が
、
一
五
世
紀
に
は
兄
弟
会
の
活
動
の
中
に
取
り
込
ま

れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
葬
儀
に
際
し
て
隣
人
や
親
族
が
援
助
を
与
え
る
こ
と
も
ま
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
黒
死
病
流
行
以
前
か
ら
広
く
行

な
わ
れ
て
き
た
社
会
的
慣
行
で
あ
り
、
祝
祭
日
に
実
施
さ
れ
る
宴
会
も
、
生
活
空
間
を
岡
じ
く
す
る
都
市
民
の
聞
で
日
常
の
親
睦
活
動
の
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
世
末
期
の
兄
弟
会
の
諸
活
動
の
中
に
は
、
ベ
ッ
カ
ー
が
主
張
し
た
よ
う
な
下
し

い
救
貧
観
よ
り
も
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
社
会
的
慣
行
と
の
連
続
が
指
摘
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
蝕
ω
9
営
ぢ
警
や
一
窪
号
鍮
で
は
、
会
員
以
外
の
貧
者
へ
の
施
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い

て
見
て
い
こ
う
。

　
サ
ン
・
パ
黒
山
兄
弟
会
で
は
、
五
〇
個
の
パ
ン
の
配
給
を
日
曜
日
の
ミ
サ
ご
と
に
実
施
し
て
い
た
が
、
　
一
四
七
二
年
の
規
約
で
は
そ
の
対
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象
と
な
る
貧
者
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
　
　
「
こ
れ
ら
定
め
ら
れ
た
量
の
喜
捨
を
、
日
曜
日
の
朝
、
ま
ず
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
兄
弟
た
ち
に
与
え
る
べ
し
。
そ
う
し
た
者
た
ち
が
い
な
い
場
合

　
　
に
は
、
真
の
貧
困
と
高
貴
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
最
も
近
く
に
い
る
隣
人
に
与
え
る
べ
し
。
第
～
、
第
二
の
対
象
が
い
な
い
場
合
に
は
、
汝
の
小
さ
な
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
捨
を
大
き
く
規
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
、
恥
を
知
る
貧
者
に
対
し
て
そ
れ
ら
を
与
え
る
べ
し
。
」

　
つ
ま
り
、
岡
兄
弟
会
で
は
、
援
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
ま
ず
会
員
内
の
貧
困
に
陥
っ
た
者
で
あ
り
、
該
当
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
の

み
、
会
員
以
外
の
貧
者
に
対
し
て
喜
捨
を
与
え
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
第
二
に
優
先
さ
れ
る
の
は
箕
○
臨
巨
≦
9
鉱
、

恐
ら
く
隣
人
な
ど
の
、
会
員
に
と
っ
て
顔
見
知
り
の
間
柄
に
あ
る
者
で
あ
り
、
第
三
に
よ
う
や
く
恥
を
知
る
貧
者
が
対
象
と
さ
れ
る
。
一
五
世

紀
に
お
け
る
恥
を
知
る
貧
者
と
は
、
没
落
布
民
な
ど
を
含
む
、
都
市
内
に
居
住
し
て
い
る
経
済
貧
民
を
指
す
胴
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ

ン
・
パ
オ
ロ
兄
弟
会
の
場
合
で
は
、
巡
礼
や
乞
食
と
い
っ
た
都
市
内
に
基
盤
を
持
た
な
い
貧
者
は
喜
捨
の
対
象
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ

た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
会
員
と
の
利
害
の
程
度
に
よ
っ
て
援
助
を
段
階
的
に
決
定
す
る
サ
ン
・
パ
オ
ロ
兄
弟
会
の
よ
う
な
規
定
が
、
い
ず
れ
の
象
ω
9
嘗
一
－

暴
口
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
で
は
、
会
員
外
の
貧
者
に
対
し
て
は
、

ミ
サ
の
後
に
、
筏
○
＜
Φ
象
8
お
に
よ
っ
て
、
ふ
た
り
の
恥
を
知
る
貧
者
に
対
す
る
喜
捨
や
、
会
員
の
埋
葬
の
際
に
、
二
人
の
巡
礼
に
対
し
て
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

捨
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
一
定
数
の
限
定
し
た
貧
者
に
施
す
と
い
う
喜
捨
の
在
り
方
、
ま
た
伝
統
的
に
キ
リ
ス
ト
の

貧
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
巡
礼
へ
の
施
し
が
規
定
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
を
、
こ
こ
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
慈
善
兄
弟

会
と
は
異
な
る
、
よ
り
一
般
的
な
兄
弟
会
に
お
い
て
は
、
会
員
以
外
の
貧
者
に
対
し
て
は
、
相
手
の
経
済
状
況
を
考
慮
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
中
世
的
救
貧
観
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
、
数
量
的
に
掛
り
切
っ
た
喜
捨
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
行
な
っ
た
ゲ
ス
・
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ノ
兄
弟
会
の
　
四
　
五
年
の
支
出
状
況
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
喜
捨
に
当
て
ら
れ
て
い
た

の
は
全
支
出
額
の
う
ち
の
二
．
八
％
に
あ
た
る
四
リ
ラ
に
す
ぎ
ず
、
ミ
サ
等
の
儀
礼
の
た
め
の
支
出
が
全
支
出
の
う
ち
の
過
半
数
を
占
め
て
い
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る
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
れ
だ
け
の
額
を
貧
民
救
済
に
充
て
る
の
か
は
兄
弟
会
の
資
産
、
設
立
時
の
性
格
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
貧
民

救
済
に
よ
り
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
岳
ω
。
旦
ぎ
鋤
口
の
一
派
、
。
o
ヨ
℃
p
α
q
巳
p
号
一
賦
口
9
8
で
あ
っ
た
サ
ン
・
ジ
ロ
ラ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

兄
弟
会
の
場
合
、
一
四
八
三
年
に
は
全
支
出
の
六
七
％
に
あ
た
る
一
〇
四
リ
ラ
を
救
貧
に
充
て
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
経
済
的

に
一
定
の
安
定
を
取
り
戻
し
た
一
五
世
紀
後
半
以
降
、
会
員
数
と
資
産
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
た
多
く
の
富
裕
な
兄
弟
会
の
間
で
は
、
資
産
を
、

む
し
ろ
礼
拝
堂
の
建
設
や
儀
礼
の
設
備
に
対
し
て
投
資
す
る
傾
向
が
生
じ
、
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
兄
弟
会
の
よ
う
に
、
社
会
の
中
の
貧
民
に
対

す
る
大
規
模
な
救
貧
活
動
へ
と
活
動
が
移
行
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
み
て
き
た
兄
弟
会
は
、
会
員
間
の
相
互
扶
助
を
主
た

る
活
動
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
部
の
慈
善
兄
弟
会
と
は
性
格
の
異
な
る
、
こ
の
よ
う
な
型
の
兄
弟
会
が
、
実
は
社
会
の
中

の
「
兄
弟
会
」
の
う
ち
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
。

　
で
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
市
民
が
、
こ
う
し
た
会
員
と
し
て
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
次
に
み
て
い
く
こ
と
と
し

よ
う
。①

こ
d
雪
ぎ
お
い
囲
．
曽
窯
§
斗
暮
鴨
9
ミ
ミ
§
ミ
塗
§
§
、
齢
§
§
§
駄
G
§
－

　
誉
§
ミ
題
帖
嵩
ミ
こ
ミ
N
貯
嵩
ら
。
ミ
ミ
N
ミ
馬
§
暮
馬
ミ
尉
ミ
凡
き
ミ
恥
“
〉
号
①
自
”
一
⑩
c
◎
c
Q
”

　
四
二
魯
鮎
×
一
も
．
一
Q
。
。
。
・
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
運
営
長
は
国
Φ
9
0
H
の
名
称
で
記
さ

　
れ
て
い
る
。

②
9
①
霧
Φ
暴
p
。
娼
．
興
．
も
掌
り
圃
。
。
・

③
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
と
同
じ
く
翻
9
讐
津
臥
で
あ
っ
た
サ
ン
・
パ
オ
ロ

　
兄
弟
会
（
O
o
ヨ
罵
α
q
駄
p
象
ω
露
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餌
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δ
陣
μ
＜
鋸
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①
騨
、
餌
ρ
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に
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て
も
、

　
喜
捨
係
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て
0
9
ヨ
ρ
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昌
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q
げ
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傷
Φ
一
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固
目
。
ω
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Φ
簿
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｛
け
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い
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ω
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¢
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℃
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刈
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．
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ω
国
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ω
w
B
冨
。
＝
ω
ρ
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ふ
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o
竜
0
8
貫
卜
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ミ
ρ
h
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⑧
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ω
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カ
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嘗
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雛
G
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ρ
①
同
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ま
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嫁
資
に
関
す
る
規
定
は
、
サ
ン
タ
・
マ

　
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
兄
弟
会
や
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
マ
・
ア
ン
ヌ
ン
ッ
ィ
ァ
ー

　
タ
兄
弟
会
な
ど
で
み
ら
れ
た
。
≦
Φ
δ
ω
日
出
P
．
、
ゆ
δ
チ
Φ
嵩
雪
田
ω
嘗
p
p
α
Q
⑦
閉
一

　
〇
8
蹄
障
臼
岩
出
〇
訂
降
月
ぎ
カ
2
鉱
ω
ω
舞
8
閃
一
〇
同
Φ
琴
①
、
、
昏
勢
8
試
ミ
N
沁
ミ
馬
q
・

　
畿
§
勲
一
9
一
⑩
o
Q
o
Q
》
P
ω
餅

⑨
℃
島
舞
じ
d
こ
肉
§
ミ
ミ
国
。
、
註
肉
§
§
§
§
ぎ
§
恥
、
§
偽
き
§
N
辱
乾
§
‘

　
翫
§
恥
駄
織
9
暮
。
ミ
鋒
黄
一
①
ト
っ
ρ
○
×
｛
o
凱
』
Φ
謹
．

⑩
ヤ
コ
ブ
ス
・
ダ
・
ヴ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
』
第
一
巻
（
前
田
敬
作
・
今
村
孝
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訳
）
人
文
書
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鋤
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町
帥
営
8
7
0
一
巴
ぎ
。
。
・
ぎ
p
、
．

⑬
竃
Φ
Φ
菌
§
戸
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唱
．
鼠
‘
喝
．
お
O
肖

⑭
図
Φ
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Φ
誘
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戸
国
§
§
賊
9
織
、
酵
℃
℃
．
刈
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q
．

第
一
一
節
　
兄
弟
会
の
会
員
構
成

中世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

　
一
五
世
紀
の
兄
弟
会
に
つ
い
て
は
、
前
世
紀
と
比
較
す
れ
ば
、
遙
か
に
多
く
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
会
員
名
簿
等
を
通

し
て
、
兄
弟
会
の
会
畏
に
関
し
て
多
少
と
も
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
四
二
七
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
初
め
て
実
施

さ
れ
た
カ
タ
ス
ト
と
の
照
合
が
可
能
な
た
め
で
あ
る
。
市
民
の
居
住
地
、
資
産
、
年
令
等
に
関
し
て
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
詳
細
な
情
報
を

含
む
カ
タ
ス
ト
は
、
一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
毘
に
関
す
る
貴
重
な
デ
ー
タ
を
、
社
会
史
研
究
者
に
対
し
て
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
方
法
を
兄
弟
会
研
究
に
導
入
し
た
ワ
イ
ス
マ
ン
は
、
ま
ず
会
員
の
居
住
地
区
に
記
す
る
分
析
、
そ
し
て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
社
会
階
層
に
関

す
る
分
析
を
行
い
、
冨
猛
Φ
餓
と
象
8
旦
ヨ
鎖
餓
と
の
間
に
特
徴
的
な
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
導
い
た
彼
の
分

析
の
要
点
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
サ
ン
・
パ
オ
ロ
兄
弟
会
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
象
。
。
9
巳
膨
p
笥
の
会
員
は
、
会

が
礼
拝
堂
を
持
つ
教
会
の
周
囲
に
、
特
に
会
員
が
偏
る
こ
と
な
く
、
市
内
全
域
に
ほ
ぼ
均
等
に
会
貝
が
存
在
し
、
し
か
も
富
裕
家
系
に
属
す
る

者
が
回
き
母
ω
一
よ
り
も
多
数
み
ら
れ
た
。
一
方
、
一
業
号
ω
一
は
、
会
の
礼
拝
堂
が
設
置
さ
れ
て
い
る
教
会
の
あ
る
教
区
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
含

む
旗
区
内
に
、
会
員
が
偏
っ
て
居
住
し
て
い
た
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
種
類
の
兄
弟
会
は
、
共
に
上
層
市
民
か
ら
職
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

小
店
主
層
ま
で
、
雑
多
な
社
会
層
を
会
員
と
し
て
包
含
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ス
マ
ン
に
よ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
、
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
全
て
の
象
ω
。
な
鑓
舞
江
と
一
碧
ら
①
ω
一
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で
敷
術
可
能
で
あ
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
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討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
史
料
的
限
界
か
ら
、
会
員
録
を
直
接
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
論
証
を
行
う
こ
と

は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
兄
弟
会
の
役
員
選
出
方
法
を
み
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た
会
員
が
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
中
で
い
か
な
る
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た
の
か
を
、
探
っ
て
み
た
い
。

　
し
か
し
、
一
四
世
紀
前
半
以
前
に
設
立
さ
れ
た
兄
弟
会
に
関
す
る
史
料
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

都
市
に
お
け
る
黎
明
期
の
兄
弟
会
の
、
役
員
選
出
過
程
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
サ
ン
・
セ
ポ
ル
ク
ロ
の
サ
ン
・
バ
ル
ト
爪
子
オ
兄
弟
会
の

規
約
か
ら
、
運
営
長
の
選
嵐
方
法
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

　
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
三
下
兄
弟
会
は
＝
工
世
紀
前
半
に
設
立
さ
れ
た
が
、
現
存
す
る
最
古
の
規
約
は
司
教
ピ
エ
ト
ロ
の
指
導
の
下
で
一
二
五
七

年
置
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
通
常
、
会
の
運
営
長
は
σ
q
o
く
2
器
8
お
、
あ
る
い
は
。
巷
冨
挿
○
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る

が
、
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
兄
弟
会
で
は
捲
0
8
H
と
さ
れ
て
い
る
。
お
0
8
H
の
選
出
に
関
し
、

　
　
　
門
以
下
の
ご
と
く
定
め
る
。
ま
ず
兄
弟
た
ち
は
三
入
の
矯
Φ
9
0
H
を
持
ち
、
そ
の
者
ら
は
、
敬
慶
か
つ
注
意
深
く
、
抜
け
忍
な
く
職
務
に
就
く
者
で
な

　
　
く
て
は
な
ら
な
い
。
菊
Φ
0
8
H
の
任
期
は
　
年
と
し
、
任
期
を
終
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
菊
Φ
9
9
た
ち
が
次
の
幻
Φ
。
8
H
と
な
る
者
を
選
ぶ
べ
し
。
こ
れ
は

　
　
聖
ヤ
コ
ブ
と
キ
リ
ス
ト
を
祀
る
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
教
会
に
お
い
て
、
兄
弟
た
ち
の
う
ち
の
掛
入
か
の
賢
人
（
げ
O
P
一
も
管
げ
O
ヨ
ー
ロ
一
げ
O
ω
）
ら
の
列
席
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
で
行
な
わ
れ
る
べ
し
。
…
…
」

　
兄
弟
会
で
は
運
営
長
な
ど
の
主
要
な
役
職
は
、
神
の
前
の
平
等
の
思
想
に
基
づ
き
、
会
員
問
の
公
平
な
互
選
に
よ
っ
て
就
任
者
が
決
定
さ
れ

る
と
一
般
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
＝
二
世
紀
後
半
、
こ
の
兄
弟
会
で
は
お
9
9
職
を
選
出
す
る
に
あ
た
り
、
前
任
者
が
後
任
を
指
名

し
、
少
数
者
の
間
で
独
占
的
に
お
0
8
H
職
に
就
任
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
パ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
運
営
方
針
が
と
ら
れ
た
こ
と

の
背
景
に
、
＝
二
世
紀
の
サ
ン
・
セ
ポ
ル
ク
ロ
の
政
治
的
背
景
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。
当
時
、
サ
ン
・
セ
ポ
ル
ク
ロ
は
大
商
人
層
か
ら

成
る
二
四
人
会
が
、
カ
マ
ル
ド
リ
派
修
道
院
勢
力
に
対
抗
し
て
コ
ム
ー
ネ
に
お
け
る
権
力
を
掌
握
し
、
彼
ら
に
よ
る
独
占
的
な
市
政
の
運
営
が

実
現
さ
れ
た
頃
で
あ
っ
た
。
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
兄
弟
会
の
運
営
上
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
大
商
人
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
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中世宋期フィレンツェの兄弟会（坂上）

て
お
り
、
運
営
主
体
で
あ
る
会
員
を
取
り
巻
く
政
治
構
造
と
、
彼
ら
の
属
す
る
兄
弟
会
の
シ
ス
テ
ム
の
間
に
は
、
あ
る
程
度
の
類
似
を
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
四
七
七
年
作
成
の
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
の
規
約
で
は
、
運
営
長
で
あ
る
α
q
o
く
Φ
ヨ
舞
。
お
の
選
出
方
法
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
　
　
　
「
籔
引
き
（
け
鑓
。
冨
）
は
、
我
々
の
o
o
旨
Φ
窪
。
お
（
霊
的
指
導
者
）
と
我
々
の
o
o
臥
Φ
鴇
。
臥
（
聴
罪
司
宰
）
の
一
人
ま
た
は
彼
ら
の
任
命
し
た
別
の
修
道

　
　
士
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
べ
し
。
第
一
の
袋
（
ぴ
。
冨
①
）
か
ら
第
｝
の
α
q
。
く
三
舞
8
お
（
の
名
札
）
を
引
き
、
第
二
、
第
三
の
袋
か
ら
第
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
α
Q
o
く
Φ
露
p
δ
お
、
第
三
の
督
q
o
く
2
ロ
舞
。
お
（
の
名
札
）
を
引
く
べ
し
。
：
：
：
」

　
こ
の
兄
弟
会
で
は
、
役
職
就
任
者
を
決
定
す
る
た
め
に
七
つ
の
袋
（
げ
。
誘
p
）
を
常
に
備
え
、
α
q
O
＜
9
　
象
○
お
を
補
佐
す
る
他
の
役
職
で
あ
る

鷺
○
＜
Φ
岳
8
捲
（
総
務
）
、
8
掃
く
き
。
（
書
記
）
、
8
ヨ
蝉
島
降
σ
Q
o
、
す
け
毒
冨
臨
、
日
器
ω
8
泣
曾
、
昌
。
く
蝕
（
入
会
湯
冷
）
な
ど
も
、
す
べ
て
袋
（
げ
9
ら
・
p
）

か
ら
の
簸
引
き
（
9
。
邑
に
よ
っ
て
就
任
者
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に

　
　
　
　
「
我
々
の
会
の
す
べ
て
の
役
職
者
は
、
離
任
し
た
そ
の
役
職
に
は
一
年
間
、
他
の
す
べ
て
の
役
職
に
関
し
て
も
四
ヵ
月
間
〈
就
任
す
る
こ
と
を
〉
禁
じ

　
　
る
。
い
か
な
る
者
も
一
度
に
ひ
と
つ
以
上
の
役
職
に
就
く
こ
と
も
、
同
一
の
役
職
に
血
縁
の
同
族
（
8
霧
o
a
）
、
兄
弟
、
伯
父
、
甥
が
就
く
こ
と
も
禁

　
　
　
⑤

　
　
じ
る
。
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
兄
弟
会
の
役
職
選
出
方
法
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ム
！
ネ
の
公
職
や
ギ
ル
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

制
度
と
著
し
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
特
定
の
人
物
へ
の
権
力
の
集
中
を
防
ぐ
た
め
、
主
要
な
公
職
の
任
期
は

三
ヵ
月
か
ら
六
ヵ
月
問
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
に
お
い
て
も
σ
q
o
く
①
讐
鉾
0
8
の
任
期
は
四
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

公
職
へ
の
再
任
の
禁
止
、
同
じ
家
に
属
す
る
者
が
同
時
に
公
職
に
就
任
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
た
点
な
ど
、
冨
薮
①
既
、
蝕
ω
o
甘
¢
冨
餓
を
問
わ

ず
、
兄
弟
会
の
役
員
に
関
す
る
規
定
と
、
コ
ム
ー
ネ
の
公
職
選
出
シ
ス
テ
ム
と
の
類
似
点
は
や
は
り
多
い
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
公
職
に
就
任
す
る
資
格
を
有
し
て
い
た
市
単
が
、
一
五
世
紀
の
兄
弟
会
に
多
数
参
加
し
、
運
営
主
体
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と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
そ
し
て
、
次
章
に
お
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
前
世
紀
に
比
べ
、
一
五
世
紀
に
は
政

治
参
加
資
格
を
も
つ
市
民
の
数
は
著
し
く
増
加
し
、
し
か
も
政
治
参
加
資
格
は
、
上
層
市
民
は
も
と
よ
り
、
職
人
・
小
店
主
と
い
っ
た
中
・
下

層
市
民
に
ま
で
広
く
拡
大
さ
れ
た
。
実
際
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
の
寄
進
者
名
簿
に
は
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
や
ジ
ュ
リ
ア
！

ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
と
い
っ
た
富
裕
市
民
の
名
に
加
え
、
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
家
や
ル
チ
ェ
ラ
イ
家
、
フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
ィ
家
な
ど
名
門
家
系
に
属

し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
市
民
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
二
四
〇
名
の
寄
進
者
の
う
ち
約
半
数
の
会
員
が
姓
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
比

較
的
富
裕
な
家
系
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
反
面
、
残
り
の
寄
進
者
の
中
に
は
絹
織
物
職
人
、
絵
師
、
鋏
製
造
人
、
鍛
冶
職
人
な
ど
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
こ
の
兄
弟
会
も
ま
た
、
ワ
イ
ス
マ
ン
が
調
査
し
た
サ
ン
・
パ
オ
ロ
兄
弟
会
と
、
類
似
の
会
員
構
造
を
持
っ
て

い
た
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
る
。

　
ま
た
ゲ
ス
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ノ
兄
弟
会
で
は
、
居
住
地
区
が
判
断
可
能
な
　
六
人
の
名
が
会
員
録
に
見
え
る
。
彼
ら
の
居
住
旗
区
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
地
区
で
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
ィ
…
…
コ
ル
セ
ッ
リ
ー
二
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
デ
ィ
・
ピ
ア
チ
ー
テ
ィ
、

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
ビ
ア
ジ
ォ
・
ダ
ー
ニ
ョ
ロ
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
地
区
で
は
、
セ
ル
・
ヤ
コ
ボ
・
デ
ィ
・
セ
ル
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
・

デ
イ
・
セ
ル
・
ナ
ー
ド
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ィ
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
、
ボ
ー
ゼ
・
デ
ィ
・
グ
イ
ド
・
マ
ガ
ロ
ッ
テ
ィ
、

フ
ル
シ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ロ
ド
ヴ
ィ
コ
・
デ
ィ
・
チ
ェ
ー
チ
ェ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
地
区
で
は
、
グ
イ
ド
・
デ
ィ
・
カ
ル
ロ
・
ボ

ン
チ
ァ
ー
二
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ィ
・
グ
イ
ド
・
デ
ィ
・
ジ
ュ
ン
テ
ィ
ー
ノ
、
リ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ド
ゥ
オ
モ
、
カ
ル
ロ
・

デ
ィ
・
サ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
・
ゴ
ン
デ
ィ
、
サ
ン
・
ジ
ォ
ヴ
ァ
ン
ニ
地
区
で
は
、
ジ
ォ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
ジ
ォ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ゴ
ー
リ
、
ザ
ノ

ビ
・
デ
ィ
・
ニ
ッ
コ
ロ
・
ボ
ン
チ
ァ
ン
ニ
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
・
メ
ッ
セ
ル
・
バ
ル
ド
・
デ
ッ
ラ
・
テ
ー
ザ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ィ
・
ル
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

カ
・
デ
ィ
・
メ
ッ
セ
ル
・
マ
コ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ィ
…
…
デ
・
リ
ッ
チ
と
、
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
四
つ
の
旗
区
す
べ
て
に
会

員
が
分
散
し
て
お
り
、
こ
の
兄
弟
会
が
特
定
の
地
区
に
拠
点
を
持
た
な
い
型
の
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
．

　
同
時
代
人
の
目
に
は
象
8
甘
目
爵
江
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
ル
キ
は
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
』
に
お
い
て
、
蝕
甲
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o一

ｦ
冒
9
口
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
…
…
ミ
サ
の
後
に
自
ら
を
鞭
打
つ
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
（
♂
a
①
臨
と
は
）
異
な
る
兄
弟
会
は
、
『
o
o
ヨ
℃
お
巳
9
傷
Φ
σ
q
目
臼
。
。
鼠
℃
ぎ
Φ
け
脇
と
呼
ば
れ
、

　
　
祝
祭
日
に
は
（
一
窪
号
し
。
一
と
）
同
様
の
行
動
を
行
う
。
こ
れ
ら
は
、
自
ら
の
会
の
物
故
会
員
の
埋
葬
に
立
合
い
、
様
々
な
儀
礼
と
施
し
を
為
す
。
こ
れ
ら

　
　
は
、
兄
弟
会
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
の
三
八
を
占
め
、
い
ず
れ
も
貴
族
と
貧
し
い
市
民
を
共
に
含
ん
で
い
る
。
…
…
他
の
も
の
よ
り
も
よ
り
閉
鎖
的
で

　
　
信
心
行
為
に
熱
心
な
も
の
は
、
逓
常
、
日
曜
日
の
夜
に
会
合
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
『
o
o
旨
冨
σ
q
巳
。
傷
Φ
置
9
口
。
洋
畠
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
最
後
の
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
さ
ら
に
よ
り
閉
鎖
的
で
信
仰
活
動
に
熱
心
な
も
の
で
あ
り
、
貴
族
し
か
入
会
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
…
…
」

申世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

　
8
日
筍
α
q
凱
鋤
三
一
鼠
8
肯
8
は
通
常
の
紐
8
一
嘗
一
津
甑
よ
り
も
貧
民
救
済
活
動
に
対
し
て
熱
、
心
で
あ
り
ま
た
日
曜
日
の
ミ
サ
の
後
に
は
、
会
員

は
共
同
で
就
寝
し
、
俗
人
で
あ
る
会
員
が
ミ
サ
に
お
い
て
説
教
を
行
な
う
な
ど
、
修
道
士
的
生
活
へ
の
さ
ら
な
る
接
近
が
み
ら
れ
た
。
活
動
の

拘
束
力
が
強
く
な
る
ほ
ど
、
日
常
生
活
に
余
裕
の
あ
る
社
会
層
で
な
け
れ
ば
、
会
へ
の
参
加
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
8
巳
窟
α
q
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

鉱
9
山
Φ
一
疋
印
9
8
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
サ
ン
・
ジ
ロ
ラ
モ
兄
弟
会
に
は
、
ジ
ォ
ヴ
ァ
ン
ニ
：
不
ー
シ
な
ど
の
教
養
人
が
参
加
し
て
い
た
。
ヴ
ァ

ル
キ
の
記
述
中
、
冨
巳
①
ω
一
に
関
し
て
述
べ
た
箇
所
に
は
、
会
員
の
社
会
層
に
つ
い
て
の
描
写
は
な
く
、
対
し
て
岳
G
・
鼠
℃
山
月
自
に
つ
い
て
は
貴

族
層
の
参
加
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
同
時
代
人
の
目
に
は
、
量
。
覧
ぎ
践
に
お
け
る
富
裕
層
の
参
加
が
特
徴
的
な
も

の
と
し
て
映
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
蝕
ω
9
℃
一
ヨ
下
欄
に
関
し
て
画
一
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
ヴ
ァ
ル
キ
の
記
述
に
兇
ら
れ
る
よ
う
な
特
徴
は
、
｝
五
世
紀
中
か
ら
次
第
に
顕
著
な
特
質
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。　

で
は
貯
包
Φ
除
は
ど
の
よ
う
な
会
員
構
造
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

冨
鼠
⑦
ω
一
で
あ
る
サ
ン
・
ザ
ノ
ビ
兄
弟
会
に
関
し
て
、
会
の
役
員
就
任
者
の
職
業
を
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

大
ギ
ル
ド
に
属
す
る
職
業
と
し
て
、
毛
織
物
商
人
、
公
証
人
、
絹
織
物
商
人
、
薬
種
商
人
の
名
が
み
ら
れ
、
小
ギ
ル
ド
で
は
鍛
冶
職
人
、
靴
職

人
、
石
工
職
人
、
パ
ン
製
造
人
、
錠
前
職
入
、
布
地
小
売
り
商
、
家
具
職
人
の
名
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
職
業
と
し
て
、
馬
具
製
造
人
、
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⑪

刃
物
商
人
、
画
家
、
鉄
加
工
人
、
染
色
工
、
杭
毛
頭
、
鎧
製
造
人
、
樽
商
人
、
葡
萄
酒
製
造
人
、
酒
樽
製
造
人
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
、
サ
ン
・
ザ
ノ
ビ
兄
弟
会
で
は
、
大
ギ
ル
ド
員
か
ら
ソ
ッ
ト
ポ
ス
テ
ィ
に
い
た
る
ま
で
の
幅
広
い
社
会
層
が
会
員
と
し
て
所

属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
兄
弟
会
の
役
職
は
基
本
的
に
会
員
間
の
互
選
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
雑
多
な
社
会
層
の
市
民
が
こ
の
幽
き
筆
下
の
会
員
の
多
数
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
♂
巳
Φ
臨
が
地
域
を
基

盤
と
す
る
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
儀
礼
面
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
蝕
ω
9
嘗
ぢ
頭
口
の
規
約
で
は
、
祝
祭
日
の
ミ
サ
に
加
え
て
、

物
故
会
員
の
追
悼
ミ
サ
な
ど
の
月
例
ミ
サ
が
霊
視
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
碧
牙
ω
一
の
規
約
中
で
は
、
毎
朝
夕
の
ミ
サ
が
明
記
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
⑫

点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
磐
号
笛
の
宗
教
儀
礼
が
、
礼
拝
堂
の
近
辺
に
居
住
す
る
者
が
日
常
的
に
実
践
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
了
解

さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
地
区
に
お
け
る
隣
入
関
係
を
考
察
し
た
エ
ッ
ク
ス
タ
イ
ン
は
、
同
地
区
内
に

設
立
さ
れ
た
サ
ン
タ
・
ア
ニ
ェ
ー
ゼ
兄
弟
会
と
ブ
ル
ッ
チ
ァ
ー
タ
兄
弟
会
の
ふ
た
つ
の
賦
鼠
①
臨
の
構
造
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
ソ
デ
リ
ー

二
家
の
よ
う
な
有
力
市
民
か
ら
、
職
人
・
ソ
ッ
ト
ポ
ス
テ
ィ
ま
で
、
会
員
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
ふ
た
つ
の
一
磐
号
ω
一
は
、
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
く
と
も
一
五
世
紀
前
半
ま
で
は
共
に
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
地
区
の
住
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
た
こ
と
を
実
証
し
た
。

　
『
巳
Φ
ω
一
や
創
一
ω
9
℃
即
す
讐
8
会
員
の
中
に
、
中
・
下
層
市
民
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
兄
弟
会
の
持

つ
救
貧
上
の
機
能
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
が
推
察
さ
れ
る
。
経
済
的
変
動
に
よ
っ
て
日
常
的
貧
困
に
陥
り
易
い
彼
ら
に
と
っ
て
、

＝
疋
の
制
限
は
あ
る
と
は
い
え
、
困
窮
時
に
援
助
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
兄
弟
会
の
よ
う
な
団
体
に
入
会
す
る
こ
と
は
日
常
生
活
に
お
い
て

恒
常
的
安
定
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
、
国
家
に
よ
る
系
統
的
な
救
貧
政
策
の
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
社
会
に
お
い
て
、
一

定
の
経
済
的
・
精
神
的
援
助
を
提
供
す
る
兄
弟
会
の
社
会
的
意
義
は
大
き
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
兄
弟
会
は
あ
ら
ゆ
る
都
市
民
に
対
し
て
開
放
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
兄
弟
会
が
、
規
約
の
中
で
会
員
の

条
件
に
つ
い
て
規
制
を
設
け
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
の
規
約
で
は
、
入
会
希
望
者
は
ま
ず
自
分
の
名
前
、

年
令
、
教
区
、
ギ
ル
ド
を
報
告
し
、
五
日
後
に
現
会
員
に
よ
っ
て
会
員
と
し
て
の
適
性
を
投
票
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
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る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
選
択
の
基
準
の
ひ
と
つ
は
、
入
会
希
望
者
の
経
済
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
同
会
が
会
に
対
す
る
負

債
会
員
に
対
し
て
、
本
来
会
員
間
の
持
ち
回
り
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
会
の
役
職
就
任
を
、
一
定
期
間
禁
じ
、
さ
ら
に
埋
葬
、
嫁
資
、
秘
蹟
の
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

与
と
い
っ
た
恩
恵
か
ら
の
除
外
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
十
分
に
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
兄
弟
会
で
は
四
リ
ラ
、
サ
ン
・
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

オ
ロ
兄
弟
会
で
は
六
リ
ラ
と
、
一
定
額
の
会
費
の
納
付
が
兄
弟
会
で
は
会
員
の
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
＝
疋
以
上
の
資
産
を

持
つ
市
民
の
集
ま
り
に
よ
っ
て
兄
弟
会
は
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
相
互
扶
助
の
原
則
を
満
た
す
こ
と
が
不
可
能
な
程
の
、
浮
浪
者
、
乞

食
な
ど
の
困
窮
者
は
、
兄
弟
会
の
会
員
と
し
て
の
数
々
の
援
助
の
対
象
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
み
て

き
た
兄
弟
会
に
お
い
て
は
、
社
会
の
中
の
何
ら
か
の
人
間
関
係
に
属
し
て
い
る
者
、
ま
た
多
く
の
場
合
政
治
参
加
の
可
能
な
社
会
層
に
属
す
る

者
の
手
に
よ
っ
て
、
運
営
さ
れ
て
い
た
も
の
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
内
部
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
生
じ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
ケ
ン
ト
や
エ
ッ
ク
ス
タ
イ
ン
の
よ
う
に
、
旗
区
に
お
け
る
有
力
者
と
そ
の
保
護
下
に
あ
る
市
民
と
の
間
の
関
係
に
注

目
し
た
研
究
は
数
多
い
。
た
と
え
ば
、
複
数
の
教
区
を
包
含
す
る
旗
区
は
、
従
来
の
六
街
区
に
代
わ
っ
て
、
＝
瓢
世
紀
に
新
た
に
整
備
さ
れ
た

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
的
行
政
区
で
あ
り
、
コ
ム
ー
ネ
の
役
職
に
就
任
す
る
た
め
に
は
、
旗
区
内
に
お
い
て
ま
ず
選
抜
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
単

位
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
コ
ム
ー
ネ
の
役
職
選
出
制
度
に
関
わ
る
関
係
を
仲
立
ち
と
し
た
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
が
魚
区
内
部
に
は

成
立
し
た
。
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
地
区
で
は
メ
デ
ィ
チ
家
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
地
区
で
は
ソ
デ
リ
ー
二
家
と
い
っ
た
有
力
家
系
が
、
か
れ

ら
を
取
り
巻
く
市
民
に
対
し
、
様
々
な
保
護
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ッ
ク
ス
タ
イ
ン
が
示
し
た
よ
う
な
、
教
区
、
回
心

内
部
を
基
盤
と
す
る
、
地
区
の
有
力
者
を
頂
点
と
す
る
政
治
・
社
会
的
保
護
関
係
と
、
莚
巳
①
し
。
陣
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
会
員
構
成
と
の
相
関
関

係
は
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
一
五
世
紀
の
兄
弟
会
の
性
格
を
考
え
る
上
で
は
、
ワ
イ
ス

マ
ン
の
示
し
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
影
響
力
の
み
を
強
調
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
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さ
て
、
本
節
で
は
岳
ω
。
包
冒
讐
一
と
貯
薮
Φ
。
・
一
と
の
会
員
構
成
の
差
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
少
な
く
と
も
筆
者
の
入
手
し
得
た
史
料
か

ら
は
、
ワ
イ
ス
マ
ン
の
説
は
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
ワ
イ
ス
マ
ン
は
、
す
べ
て
の
『
鼠
Φ
除
と
象
ω
♀

℃一

ﾀ
盛
を
画
一
的
に
扱
っ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
種
類
の
兄
弟
会
の
区
別
に
は
曖
昧
な
部
分
も
多
く
、
オ
ル
サ
ン
ミ

ケ
ー
レ
兄
弟
会
の
よ
う
に
途
中
で
活
動
目
的
を
変
化
さ
せ
る
兄
弟
会
も
あ
る
な
ど
、
兄
弟
会
の
区
分
を
強
調
し
、
そ
の
性
格
を
固
定
化
し
て
捉

え
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
象
ω
清
鑑
舞
口
の
、
会
員
が
市
内
に
広
範
に
分
布
し
、
か
つ
そ
の
中
に
は
富
裕
者

層
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
は
、
確
か
に
あ
る
程
度
確
認
で
き
る
も
の
の
、
一
五
世
紀
の
賦
巳
Φ
。
。
一
が
そ
う
し
た
性
格
を
決
し
て
帯
び
な

か
っ
た
と
言
い
切
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
サ
ン
タ
・
ア
ニ
ェ
ー
ゼ
兄
弟
会
の
よ
う
に
、
当
初
は
旗
下
の
住
民
を
中
心
と
す
る
会

員
構
成
を
持
ち
な
が
ら
、
一
五
世
紀
後
半
の
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
入
会
を
期
に
、
他
の
旗
区
か
ら
も
会
員
を
集
め
る
よ
う
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

一
窪
義
理
も
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蝕
8
一
堂
下
爵
賦
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
～
五
世
紀
に
は
、
地
区
を
越
え
た
全

市
的
範
囲
か
ら
会
員
を
集
め
る
兄
弟
会
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
点
が
、
む
し
ろ
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
の
例
に

み
る
よ
う
に
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
一
五
世
紀
に
、
ギ
ル
ド
や
親
族
間
の
結
合
が
弛
緩
し
、
代
わ
っ
て
、
地
区
を
越
え
て
成
立
す
る
有
力
市
民

と
の
私
的
保
護
関
係
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
重
心
巴
と
比
べ
て
、
富
裕
市
民
の
参
加
が
多
数
み
ら
れ
た
と
い
う

象
ω
9
覧
ぢ
聾
が
、
特
に
一
五
世
紀
に
、
著
し
い
増
加
を
み
せ
る
こ
と
も
ま
た
、
そ
う
し
た
傾
向
の
反
映
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

他
の
階
層
よ
り
も
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
上
層
市
民
を
中
心
と
し
た
場
合
、
兄
弟
会
は
多
様
な
広
が
り
と
、
設
立
が
可
能
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
で
は
、
上
層
市
民
が
積
極
的
に
兄
弟
会
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
ど
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
都

布
内
の
様
々
な
利
害
関
係
の
中
に
あ
り
、
兄
弟
会
が
、
そ
う
し
た
有
力
市
民
と
の
保
護
関
係
を
内
包
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
兄
弟
会
が
、

政
治
的
に
、
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
。

①
≦
Φ
騎
日
帥
p
。
ワ
簿
9
も
娼
．
お
－
δ
0
・

②
田
昇
Φ
朗
。
唱
．
9
も
」
。
。
。
。
’

③
筐
仙
9
も
喝
．
ω
7
0
．

④
鼠
①
Φ
【
。
・
Φ
ヨ
勲
p
o
ワ
9
．
も
唱
．
鳶
？
G
。
．
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⑤
筐
山
‘
箸
．
鳶
。
。
－
謡
9

⑥
竃
帥
三
器
ω
・
U
二
寒
起
§
§
蹴
い
ミ
§
ミ
W
註
肉
§
ミ
跨
ミ
N
亀
ミ
。
、
§
鼻
お
①
。
。
も
’

　
㎝
ω
．

⑦
㌶
①
Φ
「
ω
Φ
羅
p
冨
．
刈
0
8
謡
b
。
■

⑧
霞
窪
g
Φ
建
蜜
臥
8
鶏
⑦
○
①
p
け
邑
Φ
箕
田
お
嵩
ρ
竃
¢
。
α
Q
一
．
函
．
旨
。
。
卜
。
．
h
ホ
く
」

　
国
Φ
匿
Φ
厨
8
曽
．
ド
Φ
8
駄
都
併
⑦
ヨ
蕾
困
Φ
凝
δ
ω
Φ
器
藁
蕎
楽
長
Φ
幽
巴
弩
鉢
。

　
日
①
爵
。
Φ
く
『
℃
讐
δ
凱
ω
讐
H
一
ε
豊
Φ
き
。
げ
Φ
や
。
節
巨
～
．
．
回
達
亀
ミ
鳶
§
ミ
貢
δ
”

　
一
〇
c
。
O
も
．
o
。
Q
。

⑨
く
β
。
8
年
。
㍗
簿
．
も
．
＝
c
。
．

⑩
頃
Φ
巳
Φ
誘
。
p
襲
§
§
蹴
9
ミ
曇
篭
．
お
㊦
。
。
■

⑪
9
陣
。
炉
r
穿
8
爵
§
叢
冊
§
轟
き
轟
ミ
雨
㌣
。
寒
謹
ミ
隷
唐
d
畏
『
卜
。

　
晦
ミ
ミ
。
§
§
ら
ミ
督
匙
鷺
誉
ミ
象
ミ
霜
さ
、
貯
§
、
唾
ミ
嘱
ミ
象
嵩
§
き
ミ
ミ

　
国
、
§
憩
こ
ミ
砺
§
ご
×
搾
一
④
c
。
倉
〉
慧
窪
α
8
Φ
も
ワ
一
〇
刈
『
ご
⊆
。
．

⑫
国
Φ
裁
Φ
崩
8
も
ワ
刈
墜
。
。
①
仏
鱒
卜
、
山
ω
餅

⑬
国
。
評
樽
①
鉾
零
〉
‘
§
偽
豊
親
、
ミ
駄
§
O
鳶
§
b
選
ミ
さ
導
い
ミ
、
ぎ
ミ

　
ト
懸
§
賦
き
§
N
9
§
鷺
ミ
沁
§
葛
営
§
亀
ミ
ミ
§
鼻
定
ミ
～
貫
6
8
．

⑭
と
Φ
霧
Φ
匿
戸
。
や
。
誉
竈
為
卜
。
守
P

⑮
薫
恥
・
ら
．
認
。
。
－
⑩
’
〉
ω
濁
○
菊
ω
も
畳
酔
。
緊
卜
⊃
P
暴
く
マ

⑯
囚
Φ
鼻
P
＜
』
注
囚
Φ
鼻
男
≦
辱
騨
さ
寒
い
§
、
ぎ
ミ
ミ
ミ
さ
寒
い
。
N
蕊
註
沁
寧

　
蓉
駐
§
亀
き
、
§
ミ
㌔
§
鳴
b
貯
、
凡
息
駄
ミ
馬
沁
ミ
隠
§
註
暮
尾
張
§
§
き
9
甲

　
き
糞
さ
罎
さ
盛
一
り
。
。
卜
⊃
．

⑰
国
。
冨
置
p
o
や
鼻
も
や
N
8
三
野

中世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

第
四
章
　
兄
弟
会
の
政
治
的
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
五
世
紀
に
お
け
る
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
チ
家
と
、
兄
弟
会
と
の
関
係
の
深
さ
は
従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
メ
デ
ィ

チ
家
に
よ
る
兄
弟
会
の
政
治
的
利
用
に
注
穏
し
た
、
ワ
イ
ス
マ
ン
の
考
察
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
チ
家
の
者
は
多
く
の

兄
弟
会
と
繋
が
り
を
持
ち
、
常
に
こ
の
団
体
に
関
心
を
よ
せ
て
い
た
。
と
り
わ
け
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
は
七
つ
の
兄
弟
会
に
重
複
入

会
す
る
な
ど
、
こ
の
団
体
を
通
し
て
，
多
く
の
市
民
と
、
階
層
を
越
え
た
繋
が
り
を
持
つ
よ
う
努
め
た
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
入
会
し
た
兄
弟
会
に

は
、
彼
か
ら
の
多
額
の
寄
進
に
加
え
、
教
会
か
ら
の
前
罪
、
コ
ム
！
ネ
か
ら
の
補
助
金
の
付
与
な
ど
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
名
の
下
に
様
々
な
愚
恵

が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
家
と
関
係
の
深
い
兄
弟
会
に
所
属
す
る
こ
と
で
、
会
員
は
政
治
的
優
遇
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
サ
ン
・

パ
オ
ロ
兄
弟
会
に
入
会
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
鍋
職
人
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
マ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
ギ
ル
ド
の
8
嘗
3
8
に
就
任
を
果
た
す
者
が

い
た
こ
と
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
兄
弟
会
と
い
う
多
様
な
社
会
層
を
包
含
す
る
組
織
を
通
し
て
、
メ
デ
ィ
チ
家
は
市
民
に
様
々
な
恩
恵
を
与
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え
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
信
頼
を
得
、
自
ら
の
支
持
を
よ
り
堅
固
な
も
の
と
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
兄
弟
会
で
行
わ
れ
る
祝
祭
の
プ
ロ
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
威
光
を
視
覚
的
に
示
す
格
好
の
場
と
も
な
り
得
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
、
メ
デ
ィ
チ
家
が
兄
弟
会
に
注
澄
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
理
由
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
メ
デ
ィ
チ
家
が
兄
弟
会
と
い
う
組
織
を
、
自
家
の
支
持
基
盤
拡
大
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
か
ら
も
、

今
日
疑
問
の
余
地
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ワ
イ
ス
マ
ン
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
に
よ
る
兄
弟
会
利
用
の
構

造
に
関
し
て
の
議
論
に
終
始
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
の
変
化
と
兄
弟
会
の
動
向
と
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
視
点
を
欠
い
て
い
る
。
で
は
、
中

世
末
期
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
ど
の
よ
う
な
社
会
構
造
上
の
変
化
が
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
政
治
史
で
ブ
ラ
ッ
カ
ー
は
、
一
四
世
紀
末
の
チ
ォ
ン
ピ
の
反
乱
と
そ
れ
に
続
く
チ
ォ
ン
ピ
体
制
の
崩
壊
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
・
社
会

に
お
け
る
変
化
の
契
機
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
チ
ォ
ン
ピ
の
反
乱
以
前
は
、
コ
ム
ー
ネ
の
公
職
就
任
に
あ
た
っ
て
は
ギ
ル
ド
が
重
要
な
選
出

母
体
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
大
ギ
ル
ド
に
所
属
す
る
有
力
商
人
層
が
こ
の
特
権
を
活
用
し
て
政
治
的
権
力
を
独
占
し
て
い
た
。
し
か
し
チ
ォ

ン
ピ
の
反
乱
の
際
、
従
来
ギ
ル
ド
結
成
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
ソ
ヅ
ト
ポ
ス
テ
ィ
が
、
自
ら
の
ギ
ル
ド
の
結
成
と
そ
れ
に
よ
る
政
治
参
加
の
権
利

を
要
求
し
、
そ
れ
に
成
功
す
る
と
い
う
事
態
に
到
る
。
こ
れ
に
よ
り
政
治
支
配
者
層
は
、
ギ
ル
ド
を
基
盤
と
し
た
政
治
体
制
自
体
の
危
険
性
を

認
識
し
、
チ
ォ
ン
ピ
体
制
崩
壊
後
は
新
た
な
政
治
秩
序
の
建
設
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
か
ら
メ
デ
ィ
チ
家
へ
と
、
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
最
大
の
有
力
家
系
が
移
行
す
る
間
に
、
従
来
の
ギ
ル
ド
体
制
は
骨
抜
き
に
さ
れ
、
代
わ
っ
て
、
ギ
ル
ド
、
親
族
あ
る
い
は
地
区

組
織
と
い
っ
た
伝
統
的
な
市
民
の
結
合
と
並
び
、
地
縁
を
越
え
た
有
力
市
民
と
の
私
的
な
紐
帯
が
、
政
治
・
社
会
的
に
重
視
さ
れ
る
社
会
へ
と

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
社
会
構
造
は
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
全
体
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

従
来
の
研
究
が
強
調
し
て
き
た
メ
デ
ィ
チ
家
と
兄
弟
会
と
の
「
政
治
的
」
関
係
と
い
う
問
題
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
全
体
に
関
わ
る
問
題
と

し
て
再
検
討
す
る
余
地
は
十
分
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
、
｝
五
世
紀
に
兄
弟
会
の
政
治
的
性
格
が
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
理

由
も
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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中世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

　
よ
っ
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
、
兄
弟
会
が
い
か
な
る
場
合
に
政
治
的
性
格
を
持
つ
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
都
市
法
令
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
。

　
兄
弟
会
の
活
動
を
規
制
す
る
コ
ム
ー
ネ
の
法
令
は
、
　
四
、
～
五
世
紀
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
四
世
紀
後
半
に
は
、
＝
二
七
七
年
忌
＝
二
八
○
年
に
陛
ω
鼠
℃
一
ぎ
讐
の
活
動
を
禁
止
す
る
法
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

対
教
皇
庁
戦
争
と
チ
ォ
ン
ピ
体
制
の
成
立
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
動
揺
さ
せ
た
時
期
に
　
致
す
る
。
陛
ω
。
ぢ
一
一
三
江
が
殊
に
規
制
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
型
の
兄
弟
会
は
、
会
員
が
顔
を
制
服
で
隠
し
て
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
行
な
う
と
い
う
儀
礼
上
の
特
徴
を
持

っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ム
ー
ネ
の
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
政
治
的
意
図
を
持
っ
た
人
物
や
団
体
が
、
蝕
ω
o
言
財
き
甑
特
有
の
無
名

性
を
利
用
し
て
、
兄
弟
会
で
秘
密
裏
に
会
合
を
も
つ
こ
と
を
コ
ム
ー
ネ
が
警
戒
し
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
法
令
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
＝
二
七
七
年
の
法
令
は
、
グ
エ
ル
フ
ァ
会
と
象
。
。
9
讐
飯
島
と
の
繋
が
り
を
疑
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
従
来
の
政
治
的

基
本
方
針
で
あ
っ
た
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
ズ
ム
を
放
棄
し
、
教
皇
庁
と
の
戦
争
に
踏
み
切
る
と
い
う
政
治
的
混
乱
の
中
に
あ
っ
た
コ
ム
ー
ネ
は
、
親

教
皇
派
の
牙
城
で
あ
っ
た
グ
ェ
ル
フ
ァ
会
勢
力
が
信
心
団
体
の
集
会
と
い
う
建
前
の
下
に
結
集
す
る
こ
と
を
警
戒
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
確
か
に
一
五
世
紀
に
、
兄
弟
会
を
規
制
す
る
法
令
は
著
し
い
増
加
を
見
せ
る
。
～
四
一
九
年
の
法
令
で
は
、
｝
髭
計
臨
、
象
ω
o
な
同
ぼ
㌣

鼠
を
問
わ
ず
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
兄
弟
会
の
活
動
の
禁
止
と
、
新
た
に
兄
弟
会
を
設
立
す
る
際
に
は
プ
リ
オ
ー
リ
の
認
可
を
受
け
る
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
同
時
に
、
兄
弟
会
の
活
動
を
監
視
す
る
役
職
が
コ
ム
ー
ネ
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
一
四
二
七
年
の
法
令
に

は
、
兄
弟
会
の
申
の
財
産
管
理
を
行
う
役
職
者
に
限
っ
て
、
礼
拝
堂
に
集
ま
る
こ
と
を
許
可
す
る
と
い
う
規
定
に
代
わ
る
が
、
同
時
に
、
そ
の

役
職
に
就
く
者
は
く
①
本
葺
帥
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
＝
二
八
一
年
以
降
く
Φ
段
江
に
就
任
し
た
者
の
兄
弟
、
息
子
、
孫
で
あ
っ
て
も
な
ら
な

い
と
の
文
書
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
く
Φ
曾
鼠
と
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
的
申
枢
で
あ
る
三
大
機
関
、
す
な
わ
ち
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
、
＝
一

人
会
（
轡
卜
σ
σ
β
O
ρ
沖
ヨ
一
P
陣
）
、
～
六
人
会
（
δ
σ
q
自
営
◎
p
§
三
島
。
。
。
后
Φ
σ
q
巳
の
）
へ
の
就
任
資
格
が
公
に
認
め
ら
れ
た
市
民
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
も
、
兄
弟
会
と
く
Φ
象
甑
に
関
す
る
法
令
は
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
　
四
四
三
年
の
法
令
で
は
二
四
才
以
上
の
く
Φ
疑
江
と
、
そ
の
父
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お
よ
び
兄
弟
が
、
兄
弟
会
へ
加
入
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
違
反
者
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
兄
弟
会
に
対
し
て
は
千
フ
ィ
オ
リ
ー
ノ
の
罰
金
が

　
　
　
　
⑦

課
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
俗
人
信
徒
の
信
仰
活
動
を
擁
護
す
る
目
的
か
ら
、
大
司
教
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
の
勧
告
に
よ
っ
て
、
一
四
五
二
年
に
こ
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

令
は
一
旦
は
撤
圓
さ
れ
る
。
ど
こ
ろ
が
、
こ
の
法
令
は
一
四
五
五
年
に
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
再
度
公
布
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
規
制
の
対
象
と

な
る
く
巴
鼠
の
年
齢
が
二
十
才
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
加
え
て
く
Φ
曾
賦
の
息
子
も
兄
弟
会
へ
の
参
加
を
禁
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
様
の
法
令

　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
◎

は
、
一
四
五
八
年
、
一
四
七
一
年
に
も
再
度
公
布
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
、
…
四
一
九
年
の
法
令
を
初
め
と
し
、
「
五
世
紀
に
は
、
次
第
に
コ
ム
ー
ネ
に
よ
っ
て
兄
弟
会
へ
の
規
制
が
強
め
ら
れ
て
い
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
法
令
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
四
四
〇
年
代
ま
で
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
最
大
の
有
力
家
系
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

一
四
｝
九
年
と
一
四
二
七
年
の
法
令
は
、
リ
ナ
ル
ド
・
デ
ッ
リ
・
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
が
コ
ム
ー
ネ
の
政
治
機
関
に
対
し
、
強
力
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
頃
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
の
支
配
は
必
ず
し
も
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
強
引
な
政

策
に
対
し
て
は
他
の
有
力
市
民
か
ら
の
反
感
も
強
く
、
メ
デ
ィ
チ
家
を
中
心
と
す
る
強
力
な
政
敵
一
派
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
一
四
世
紀
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

以
降
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
で
顕
著
な
も
の
と
な
る
の
が
、
政
治
参
加
資
格
者
で
あ
る
く
Φ
下
席
の
増
加
で
あ
る
。
チ
ォ
ン
ピ
体
制
崩
壊
後
、

政
治
支
配
者
層
は
、
非
有
力
家
系
に
属
す
る
市
民
か
ら
新
た
に
く
Φ
象
江
を
多
く
誕
生
さ
せ
、
中
・
下
層
階
層
か
ら
の
反
発
を
回
避
し
よ
う
と

し
た
。
し
か
し
、
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
が
伝
統
的
な
旧
豪
族
家
系
の
聞
に
比
較
的
支
持
が
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
敵
対
す
る
メ
デ
ィ
チ
家
は
、
布

内
に
確
固
た
る
基
盤
を
持
た
な
い
新
参
者
層
や
小
店
主
・
職
人
層
、
つ
ま
り
新
た
に
く
Φ
象
江
を
輩
出
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
社
会
層
の
支
持
を

得
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
間
の
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
　
一
五
世
紀
に
出
さ
れ
た
最
初
の
二
つ
の
法
令
は
、
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
が
、
敵
対
勢

力
で
あ
る
メ
デ
ィ
チ
派
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
警
戒
感
が
背
景
と
し
て
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
｝
四
二
〇
年
代
に
、
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
派
と
メ
デ

ィ
チ
派
と
の
対
立
が
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
が
、
メ
デ
ィ
チ
派
に
よ
る
兄
弟
会
利
用
へ
の
危
惧
を
呼
び
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
は
、
一
度
は
メ
デ
ィ
チ
家
の
排
除
に
成
功
し
た
も
の
の
、
一
四
三
四
年
の
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
フ
ィ
レ
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ン
ツ
ェ
帰
還
に
よ
っ
て
、
逆
に
政
権
の
座
か
ら
追
わ
れ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
メ
デ
ィ
チ
家
支
配
の
時
代
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
一
四
七
八
年
に

パ
ッ
ツ
ィ
家
の
陰
謀
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
チ
家
も
ま
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
内
部
に
不
穏
分
子
を
常
に
抱
え

て
お
り
、
同
家
は
公
的
権
力
…
機
構
を
実
に
様
々
に
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
メ
デ
ィ
チ
派
の
掃
討
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
四
四

三
年
以
降
の
兄
弟
会
へ
の
規
制
は
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
チ
家
の
方
針
の
下
に
あ
っ
た
コ
ム
ー
ネ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
は
、

反
メ
デ
ィ
チ
派
が
兄
弟
会
を
政
治
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
四
五
七
年
に
反
メ
デ
ィ

チ
派
の
陰
謀
が
発
覚
し
、
こ
れ
を
押
え
る
た
め
に
、
メ
デ
ィ
チ
家
は
翌
年
、
～
○
○
人
評
議
会
を
設
置
す
る
が
、
正
に
同
年
、
兄
弟
会
の
閉
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

令
が
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
四
六
九
年
の
ピ
エ
ロ
の
死
に
よ
っ
て
、
反
メ
デ
ィ
チ
派
は
再
び
勢
い
を
盛
り
返
す
。
こ
れ
に
対
抗

し
、
一
四
七
一
年
に
は
、
｝
○
○
人
評
議
会
の
改
革
と
、
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
を
選
出
す
る
公
職
で
あ
る
ア
ッ
コ
ピ
ア
ト
ー
レ
の
権
限
強
化
が
、
ロ

レ
ン
ツ
ォ
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
る
。
や
は
り
同
年
、
兄
弟
会
へ
の
規
制
法
令
が
再
度
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
兄
弟
会
の
政
治
的
性
格
が
、
一
五
世
紀
の
メ
デ
ィ
チ
家
支
配
期
に
な
っ
て
か
ら
出
現
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

兄
弟
会
は
信
心
団
体
と
し
て
の
性
格
上
、
ミ
サ
や
会
合
を
理
由
に
、
外
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
屋
内
に
市
民
が
集
ま
る
こ
と
が
可
能
な
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
秘
密
性
ゆ
え
に
、
都
市
政
治
が
不
安
定
化
し
た
時
に
、
兄
弟
会
は
、
政
治
の
中
心
勢
力
か
ら
常
に
警
戒
の
目
で
み
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
法
令
を
通
し
て
み
た
一
四
、
｝
五
世
紀
の
兄
弟
会
の
政
治
的
性
格
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
明
確
な
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
四
世
紀
の
対
教
皇
庁
戦
争
期
に
は
、
コ
ム
ー
ネ
は
、
グ
ェ
ル
フ
ァ
会
と
い
う
法
的
に
認
め
ら
れ
た
公
の
機
関
と
、
兄
弟
会
の
も
つ
隠
然

た
る
政
治
性
が
結
び
つ
く
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
五
世
紀
に
は
そ
う
し
た
警
戒
感
が
、
く
Φ
曾
江
で
あ
る
個
人
の
市
民
に
対

し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
兄
弟
会
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
た
基
本
的
性
格
は
　
四
、
一
五
世
紀
を
通
じ
て
変

化
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
の
側
が
変
化
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
～
五
世
紀
に
顕
著
な
も
の

と
な
る
兄
弟
会
の
政
治
性
と
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
社
会
秩
序
の
変
化
を
背
景
に
、
こ
の
団
体
が
以
前
と
は
異
な
る
文
脈
に
お
か
れ
た
結
果

131 （619）



生
じ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
一
五
世
紀
の
兄
弟
会
に
み
ら
れ
た
政
治
的
…
機
能
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
発
揮
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
五
世
紀
に
お
け
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
公
職
就
任
シ
ス
テ
ム
と
、
兄
弟
会
と
の
関
係
を
さ
ら
に
み
て
み
よ
う
。

　
ゲ
ス
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ノ
兄
弟
会
に
所
属
し
て
い
た
ド
メ
ニ
コ
・
デ
ィ
・
ニ
ッ
コ
ロ
・
ポ
ッ
リ
ー
二
は
、
一
四
五
四
年
、
碁
会
の
＄
営
賦
き

の
欝
葉
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
訴
訟
や
他
の
困
難
に
直
前
す
る
な
ど
し
て
何
ら
か
の
助
力
が
必
要
で
あ
っ
た
い
か
な
る
者
も
、
（
会
の

中
に
）
力
を
貸
し
て
く
れ
る
者
が
い
る
。
…
…
す
べ
て
の
旗
区
に
お
い
て
、
選
挙
の
際
に
不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
者
も
助
け
ら
れ
て
き
た
の
だ

　
⑭

…
…
」

　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
会
員
が
公
職
就
任
の
候
補
者
と
な
っ
た
際
に
、
こ
の
兄
弟
会
の
メ
ン
バ
ー
が
旗
区
内
の
有
力
者
の
力
に
よ
っ
て
、

会
員
を
優
先
的
に
公
職
に
就
任
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
兄
弟
会
の
記
録
の
中
に
は
、
こ
の
年
の
公
職
就
任
を
嘆
願
し
て

い
た
会
員
＝
ハ
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
公
職
就
任
シ
ス
テ
ム
は
、
特
定
の
人
物
や
党
派
へ
の
権
力
の
集
中
を
防
ぐ
目
的

か
ら
、
公
平
を
期
し
て
抽
選
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
候
補
者
は
、
旗
区
ご
と
に
資
格
審
査
を
経
た
の
ち
、
自
分
の
名
札
を
袋
に

い
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
、
次
に
そ
の
袋
か
ら
抽
選
で
名
札
が
引
き
抜
か
れ
、
公
職
就
任
者
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

～
五
世
紀
に
は
、
特
定
の
有
力
者
の
力
に
よ
っ
て
抽
選
自
体
が
操
作
さ
れ
る
こ
と
が
日
常
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
兄
弟
会
の
例
は

会
員
の
公
職
就
任
を
助
け
る
た
め
に
、
会
内
部
の
人
脈
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
抽
選
シ
ス
テ
ム
の
操
作

に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
の
が
ア
ッ
コ
ピ
ア
ト
ー
レ
と
い
う
コ
ム
ー
ネ
の
役
職
で
あ
る
。
も
と
も
と
ア
ッ
コ
ピ
ア
ト
ー

レ
は
、
抽
選
の
前
に
行
な
う
袋
入
れ
を
担
当
す
る
単
な
る
一
事
務
職
で
あ
っ
た
。
し
か
し
　
五
世
紀
に
、
特
に
メ
デ
ィ
チ
家
に
よ
っ
て
、
そ
の

権
限
が
拡
大
さ
れ
、
政
権
の
維
持
に
き
わ
め
て
重
要
な
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
チ
家
は
、
ア
ッ
コ
ピ
ア
ト
ー
レ
に
自
分
の
党

派
の
市
民
を
就
任
さ
せ
る
こ
と
で
、
抽
選
の
結
果
を
恣
意
的
に
操
作
し
、
三
大
機
関
が
自
分
に
忠
実
な
市
民
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
よ
う
に
し

た
の
で
あ
る
。
グ
ィ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
は
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
』
に
お
い
て
、
一
四
七
〇
年
当
時
の
状
況
に
関
し
、
「
（
ア
ッ
コ
ピ
ア
ト
ー
レ
の
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世末期フィレンツェの兄弟会（坂上）

選
民
の
際
に
）
o
o
踏
冨
σ
Q
巳
①
象
8
什
8
の
中
で
い
く
つ
か
の
詳
細
な
同
意
を
定
め
、
行
動
す
る
人
物
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
取
り
決
め
の
後
、
委
員
会
や
一
〇
〇
人
評
議
会
に
参
加
し
、
彼
ら
は
い
つ
も
予
定
通
り
に
行
動
し
た
の
だ
っ
た
。
」
と
叙
述
し
て
い
る
。
先

の
ヴ
ァ
ル
キ
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
。
○
ヨ
も
磁
巳
鋤
仙
亀
9
づ
9
8
は
隻
8
甘
ぎ
鋤
跨
の
　
派
で
あ
り
、
他
の
型
の
兄
弟
会
よ
り
も
内

部
に
富
裕
市
民
を
多
く
含
み
、
ま
た
活
動
の
隠
密
性
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
チ
派
の
市
民
が
多
数
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
サ
ン
・
パ
オ
ロ
兄
弟
会
も
こ
の
型
の
兄
弟
会
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
兄
弟
会
内
部
に
生
じ
た
人
脈
が
、
支
配
者
層
に
と
っ

て
の
勢
力
維
持
の
た
め
の
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
活
動
が
日
常
化
し
て
い
た
こ
と
を
も

示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
一
五
世
紀
後
半
以
降
も
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
み
が
兄
弟
会
を
政
治
的
に
利
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
　
四
六
五
年
、
ピ
エ
ロ

の
支
配
に
反
対
し
て
共
和
政
的
制
度
の
遵
守
を
か
か
げ
て
反
メ
デ
ィ
チ
家
の
有
力
市
民
が
集
結
し
た
が
、
彼
ら
の
う
ち
、
六
人
が
岡
じ
サ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ジ
ェ
ロ
ー
ム
兄
弟
会
の
会
員
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
兄
弟
会
は
、
や
は
り
前
述
の
。
○
ヨ
腿
σ
Q
巳
鋤
忠
一
莚
口
9
帯
の
う

ち
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
富
裕
市
罠
が
同
心
の
運
営
上
の
主
体
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
を
中
心
に
、
こ
の
兄
弟
会
が
反
メ
デ
ィ
チ

派
の
結
集
の
場
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
兄
弟
会
は
、
常
に
政
治
党
派
的
目
的
を
持
っ
て
設
立
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
近
年
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
有
力

家
系
に
と
っ
て
は
、
多
く
の
教
会
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
は
常
で
あ
り
、
同
時
に
そ
こ
で
会
合
を
も
つ
兄
弟
会
と
会
員
に
対
し
て

も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
有
力
市
民
が
市
内
の
政
争
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
政
治
的
意
図
を
も
つ
と
き
、

政
治
支
配
者
層
の
間
の
対
立
の
構
図
が
、
兄
弟
会
内
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
兄
弟
会
の
政
治
的
利
用
は
、

メ
デ
ィ
チ
家
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
。
前
章
に
お
い
て
確
認
し
た
兄
弟
会
の
会
員
構
成
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
社
会
階
層
、

職
業
、
地
縁
を
越
え
て
、
幅
広
く
市
民
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
有
力
市
民
の
権
力
の
在
り
方
自
体
の
変
化
が
、
　
五
世
紀
の
兄
弟
会
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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兄
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会
を
反
メ
デ
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チ
派
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集
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あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
該
鴛
田
p
＜
巴
拝
累
．
H
。
。
ε
ユ
p
酔
。
希
艮
ぎ
P
Φ
画
℃
・
O
ざ
げ
一
り
閃
マ
Φ
自
ρ
一
〇
b
σ
メ
悶
▼
ワ

　
一
ω
．

134 （622）

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
こ
れ
ま
で
中
世
末
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
と
り
あ
げ
、
従
来
静
的
な
解
釈
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
兄
弟
会
研
究
を
、
政
治
・
社
会
的
変

化
と
関
連
づ
け
て
述
べ
て
き
た
。
以
上
よ
り
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
非
常
に
一
般
的
な
存
在
で
あ
っ
た
冨
a
①
臨
や

岳
ω
9
℃
一
ぼ
鋤
隊
と
い
っ
た
兄
弟
会
の
救
貧
活
動
は
、
規
約
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
伝
統
的
相
互
扶
助
で
あ
り
、
社
会
の
中
の
貧
民
に
対
し
て



広
く
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
様
々
な
利
害
に
よ
っ
て
結
合
す
る
人
間
関
係
を
内
包
し
て
い
た
以
上
、

一
見
宗
教
的
な
も
の
と
映
り
が
ち
な
救
貧
活
動
も
ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る
人
間
関
係
を
色
濃
く
反
映
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
同
時
に
、
一
五
世
紀
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
兄
弟
会
の
政
治
性
の
問
題
も
、
こ
の
よ
う
な
市
二
間
の
入
的
結
合
の
在
り
方
の
変

化
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
一
四
世
紀
末
以
降
進
行
し
た
社
会
秩
序
の
変
化
が
背
景
と
し
て
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
兄
弟
会
と
は
、
元
来
、
平
信
徒
の
信
仰
心
に
基
づ
い
て
生
み
出
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
都
市
に
定
着
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
日

常
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
な
り
、
世
俗
の
利
害
関
係
か
ら
無
縁
な
も
の
と
は
な
り
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
一
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に

お
け
る
兄
弟
会
に
み
ら
れ
た
様
々
な
特
徴
と
は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
信
心
組
織
が
、
都
市
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
新
た
な
政
治
・
社
会

的
文
脈
に
置
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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The　Confratemities　of　Florence　in　the　Late　Medieval　Period

by

SAI〈AJO　Masami

　　Confratemities，　which　reached　their　peak　fiumbers　in　the　late　medieval　peried，

were　lay　groups　of　the　medieval　and　early　modern　periods　through　which　lay

people　expressed　their　individual　and　collective　beliefs．　Untg　the　1980s，　historians

were　in　generai　not　interested　in　these　groups．　From　the　1870s，　these　groups　had

been　studied　only　by　local　altd　church　historians　or　had　been　studied　under　the

influence　of　Burckhardt．　However，血recent　years，　social　histohans　have　brought

new　rnodels　to　bear　in　their　studies，　and　many　important　books　have　been

published　that　recognized　the　social　significance　of　the　coniiraternities，　especially

tliose　of　Florence．　But　these　books　have　examined　the　confiraternities　only　in　two

areas，　their　charitable　and　political　activities．　These　points　of　analysis　have

remained　separated，　and　historiaRs　have　not　set　them　into　a　collective　work．　ln

this　artide，　using　va盛ous　previous　studies，　I　demonstrate　how　the　con丘aternities

reflected　changes　in　the　political　and　social　coRstitution　concurrent　with　urban

growth　by　focusing　on　Florence　of　the　late　thirteenth　and　fourteenth　centuries．

The　Attlee　Labour　Govemment’s　Foreign　Economic　Policy

　　　　　　　　　　　　　　　and　the　Coloniai　Empire

by

YAMAGUTI　Ikuto

　　In　1945，　the　Attlee　Cabinet　thought　that　after　a　reconstruction　period　Britain　as

a　major　world　power　should　promote　a　multgateral　international　trade　system．

They　also　thought　that　Britain　should　foster　colonial　welfare　and　economic

progress　for　Brttish　prestige．　The　frrst　eighteen　months　of　the　Labour

govemment’s　life　provided　little　evidence　of　systematic　exploitation　of　colonial

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（665）




